


心 の

十二使徒評議員会会員

糧

エ ズ ラ・タ フ ト・ベ ン ソ ン長 老

救 い が家 族 に関 す る事 柄 で あ り，家 族 とい う単位 は今 もま た 永 世 に も， 最 も重 要

な組 織 で あ る と い う こ とが述 べ られ て き た 。

教 会 が設 立 され た 目的 の多 くは家 族 に救 い を もた らす こ とで あ る。 そ して 教 会 が

そ の使 命 を 果 た した後 もず っ と天 の族 長 制 度 は機 能 を果 た して い るの で あ る。 ジ ョ

セ フ ・F・ ス ミス大 管 長 が次 の よ うに語 って い るの は そ の こ とで あ る。 「父 と して

母 と して 成 功 す る こと は， 将 軍 や政 治 家 と して成 功 す るよ り もは るか に 偉 大 な こ と

で あ る 。」 マ ッケ ィ大 管 長 は これ を 補 足 して ， 「人 が 仕事 や 娯 楽 を 家 庭 よ り上 位 に置

い た ら， そ の瞬 聞 か ら霊 的 な退 歩 が始 ま る」 と言 った。

悪 魔 は知 って い る。 「家 庭 は子 供 た ち が人 生 の教 訓 ， す な わ ち真 実 ， 名 誉 ， 徳 ，

自制 ， 教 育 の価 値 ， 正 直 な業 ， 生 き る 目的 と特 権 とを学 ぶ最 初 で か つ 最 も効 果 的 な

場 所 で あ り，子 供 た ちを育 て教 え る に 当た って 家 庭 に と って 代 わ るべ き もの は な く，

いか な る成 功 も家 庭 の失 敗 を つ ぐな う こ とは で きな い」 とい う こ とを 。(デ ビ ド ・

0・ マ ッケ イ大 管 長 ， 「家 庭 の 夕 べ 」1968-69)

両 親 は子 供 た ち を正 し く育 て る直 接 の 責任 を 負 って お り， こ の 責 任 は 親 戚 ， 友

人 ， 隣 人 ， 学 校 ， 教 会 あ る い は 国家 で も安 全 に代 行 で き る もの で は な い 。

神 は我 々が 悪 魔 の悪 賢 い企 み を避 け， 主 の崇 高 な道 に 従 うよ う家族 を 強 くす べ く

祝 福 した も う。 従 って ， や が て 我 々 は天 の宮 居 で， 我 らすべ て， 父 も母 も姉 妹 兄 弟

も愛 す る者 共 に たず さ え て あ り と天 父 に報 告 で き るの で あ る。 す べ て の席 は 満 た さ

れ た， 我 々 は皆 天 の家 庭 へ 帰 って い くので あ る。
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10月 の こよみ

6EI1867年 第1回 総 大 会 ， ソ ル トレ

ー ク タバ ナ ク ルで 開 か る。

9日1867年 世 界 的 に 有 名 な ソ ル トレ

ー ク タバ ナ ク ルが 献 堂 さ る。

io日 エ880年 ジ ヨン ・テ イ ラー 教 会 の

第3代 目大 管 長 と して 支 持 さ る。

14日1855年 最 初 の ドイ ツ人 改 宗 者 カ

ー ル ・G・ メー ザ ー ，バ プ テ ス マ

を 受 け る。

17日 ユ901年 ジ ヨセ ブ ・F・ ス ミス教

会 の 第6代 目大 管 長 と して 支 持 さ

る。

23日1947年 日本 にお い て 伝 道 部 再 開

さ る。

27日1961年 ス イ ス ス テー キ部 組 織 さ

る。
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あ な た の 機 関 誌

今月号の 「聖徒の道」

今月号のテーマは，今 に限 らずいつの時にも最 も重要な話題の1つ に数えられるテーマ，すなわち

家族です。家族は教会の基礎とな り，社会の柱石 となるものです。教会が家族に非常な強調を置 くの

も何 ら不思議ではありません。家族は永遠なものとされています。そこは，お互いや天父に対す る愛

と奉仕を学ぶ場であり，個人の進歩によって社会の改善が始まる場所です。そのことを知れば，家族

はい くら強調 してもしすぎることはないこ.とを理解することができるで しょう。もし私たちが家庭で

失敗するな らば，その時最 も大切なことに失敗 しているのです。

救い主は，私たちに，光を輝かせと言われました。(マ タイ5：16)私 たちがまわ りの人に貢献す

るその最たるものの1つ は，理想の家族の模範を示すことです。世は正 しい家族生活の模範を求めて

います。 さて，ここで今月号の内容をい くつか拾ってみましょう。

大管長会メッセージ 「死者のための正義」では，人の永遠性 と神の大いなる慈悲，家族を死後 も結

ぶ救いの計画が指摘 されています。

「すべてを必要とする時
」では，家族 と，最優先させるものについて語 られています。多忙な家庭

にある大勢の教会員か らの助言や感想が載っています。何に時間を取 られ，何が私たちの生活を忙 し

くしているかは，場所により様々で しょうが，原則や，優先させるべきもあは同 じです。

愛は しあわせな家族生活に不可欠なものですが，クラーク ・スウェインの 「愛とは」では，親

や若者が関心を持つべき良い考えのい くつかが紹介されています。

「選択」には，父親は自由意志を尊重 しなが ら息子をどう導 くべきかの立派な例があげ られていま

す。

その将来

「聖徒の道」の基本的目標は，教会員の実用に供することです。私たちは，証を強める素材 と，福

音の原則を教え，教会員がそれらを自分の生活に生かす ことのできるように援助す る資料を出版する

ことにより，その目標が最良に達成できると考えます。

ぜひ，兄弟姉妹の意見，提案を送 って下さい。読んで楽 しかったもの，役に立ったものを知 らせて

ほしいのです。そ して今後の機関誌にどのような記事を望むかをお教えいただきたいと思います。私

たちはできるだけ多 くの手紙を掲載するよう努め，回答の必要な手紙にはすべてに返答するよう最善

を尽 くすつもりです。さらに大切なことは，教会機関誌の発行 された目的に添 うべ く，読者か らの提

案を指標 として努力することです。次の住所宛ぜひ手紙をお寄せ下 さい。

(〒106)東 京都港区南麻布5-10-25中 正堂 ビル6F

末 日聖徒・イエス ・キ リス ト教会翻訳事業部

私たちは読者からの実話，記事，詩などの原稿を期待 しています。信仰 と証を強める内容で，それ

が私たちの標準に合 うと判断され，掲載のスベースがあれば，紙面に発表す ることを喜びとするもの

です。
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大管 長 会

メ ッセー ジ

死 者 の た め の 正 義

全能 な る神 が 全 宇 宙 を 不 変 の律 法 に よ り統 治 して

お られ るが ゆ え に ， そ の 創 造 物 中 最 も偉 大 な る人 間

が 自 らそ の 律法 に 従 うべ き こ と は， 万 人 の認 め るべ

き と ころ で あ る。主 は ， 教 会 に 対 す る啓 示 の 中 で ，

この真 理 を 簡 潔 に 力 強 く述 べ て お られ る。

「お よ そ
， す べ て の王 国 に は皆 一 つ の律 法 を 与 え'

ら る。 そ れ ，王 国 は 多 し。 そ は ， 如 何 な る空 間 に も

王 国 な き は無 くま た大 な る王 国 も小 な る王 国 も， そ

の 中 に空 間 な き国 は あ らざ るな り。而 も， そ の い か

・ な る王 国 に も一 つ の律 法 を与 え ら る。 且 つ い か な る

王 国 に もま た或 る制 規 と条 件 あ りて， すべ て ， これ

らの条 件 に堪 え得 ざ る者 は， 皆 義 し とせ られ ざ るな

り。」(教 義 と聖 約88：36-39)

この 真 理 は 自明 で あ る。 か くて 我 々 は， 神 の王 国

が 律 法 に よ って 支 配 され ， そ こに入 ろ う と望 む者 は

皆 この 律法 に従 うべ きで あ る と考 え る こ と こそ， 唯

一 ， 理 にか な うこ とで あ る。 「見 よ， わが 家 は秩 序

の 家 に して 混乱 の 家 に あ らず と主 な る神 言 う」(教

義 と聖 約132：8)

主 は 人 間 に， イ エ ス ・キ リス トの 福 音 と呼 ぶ 数 々

の律 法 を与 え られ た 。 霊 感 と霊 の 導 き に欠 け るが ゆ

え に， 人 は そ れ らの律 法 に関 して 異 な るで あ ろ う。

しか し， そ の よ うな律 法 が 現 に存 在 し， そ の 王 国 に

入 りた い と願 う者 は皆 そ の律 法 に 従 う者 で あ る とい

う事実に関 しては，ほとんど論ば くできない。

我々は，原則として，まず最初に父なる神，御子，

聖霊を信ずる信仰，第2に すべての罪の真心か らの

悔い改め，第3に 罪の赦 しの水に沈められるバプテ

スマ，第4に 聖霊の賜を授ける按手礼を 教 え て い

る。まず これ らの全条件にかなわず して，神の王国

に入 り得 る者 は1人 もいない。事実 これは，主が二 幽

コデモに告げられたことである。 「だれで も新 しく

生れなければ，神の国を見ることはできない。」(ヨ

ハネ3：3)

この命令が真実であり決定的であることは，我々

の救い主への信仰を告白す るすべての人々の受け入

れねばならないところである。 しか しなが ら過去幾

世紀いわんや現在にも，いわゆる多 くのキ リス ト教

社会にあって， この教義の誤 った解釈が重大な間違

いを引き起こし，無意識のうちにゆゆしい罪を犯す

こととなっているのである。私が言 うのは，肉にあ

る間に主を信ぜず，死んで地を去る前に主について

聞かない人々は永遠に呪われ，地獄の苦 しみから逃

れることができないという教義のことである。福音

の真理を誤 って解釈 したこの概念は，西暦時代のご

く初めからいわゆるキ リス ト教の教えと な って き

た。 しかし， これはイエス ・キリス トの福音ではな

かったのである。
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故 ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィ ン グ ・ス ミス大 管 長

ダ ン テ1は 「神 曲」の 中 で ，13世 紀 に教 え られ て い

た教 義 の 通 り， キ リス トを 知 らず に死 ん だ不 幸 な魂

が呪 わ れ る とい う教 え を 描 写 して い る。 そ の物 語 に

よれ ば， ダ ン テは森 を さ ま よ って い て1ロ ー マ の詩

人 ヴ ァー ジル2に 会?た 。彼 は ダ ンテ に地 獄 と煉 獄 の

罰 の さま を見 せ， そ の あ とで 天 国の 様 子 を見 せ よ う

と約 束 す る。 彼 は ヴ ァ ー ジル に従 って 地 獄 を通 り，

地 獄 の第 一 圏 谷， 辺 獄(リ ンボ)へ 入 る。 そ こで は，

正 し く誉 れ あ る人 生 を 送 った が バ プ テ ス マ を受 け な

か っ た た め に罰 に定 め られ ， 救 いの 祝 福 を永 遠 に拒

否 され て い る人 々 の い る所 で あ る。 ダ ン テが 地 獄 の

上 層 部 か らそ れ らの悲 惨 な人 々 を 見 お ろナ と， 彼 は

「群 を なす 人 の数 は多 く， 子 供 も女 も男 もい る」 の

に驚 くと書 か れ て い る。1』"・ ∫ 』

案 内 者 は尋 ね る，'「お ま え は この連 中 が い か な る

魂 か 聞 きた くない の か 。」`

ダ ン テは 知 りた い そぶ りを示 し， 案 内者 は さ らに

続 け る。 「先 に進 む 前 に一 つ お 琢 え に教 え て や ろ

う，彼 らは 罪 を 犯 した ので は な い1'徳 の あ る人 か も

しれ ぬ ， だ が そ れ で は 不 足 な の だ， 洗 礼 を受 け て い

な い か らだ 。洗 礼 は お まえ が 信 じて い る信 仰 に入 る

門 だ。 キ リス ト教 以 前 の 人 と して 崇 め るべ き神 を崇

め なか っ た の だ が， 実 は私 もそ(b1人 だ 。 こ う した

落 度 の た め に ほ か に罪 は な い の だ が ， 私 た ち は破 滅

した ， た だ この憂 目 に あ り， 〔天 に上 る〕 見 込 み は

ない が そ の願 い は持 っ て生 き て い る。」

この よ う に罰 せ られ て い る人 間が ， 皆 悲 惨 な苦 し

み の 状 態 か ら免 れ る特 権 を 持 て なか っ たか ど うか を

知 りた い と望 む 熱 心 な人 の世 か らの客 に問 われ て ，

霊 の 詩 人 は， 我 々 の最 初 の両 親 か らキ リス トの時 代

に至 るま で ， 神 を 知 って い た正 しい人 々 は昇 栄 した

と説 明 す る。 しか しび キ リス トにつ いて 聞 か なか っ

た不 幸 な 人 々 につ いて は1・ 「お ま え に知 って も らい

た い と と は， そ れ 以 前 には ， 人 間 の魂 で 救 わ れ た も

の は無 い とい う ご とだ 」 と言 う。

しか しな が ら， ダ ン テは この 不 幸 な誤 つた 教 義 の

創 始 者 で は な か った 。 そ の 教 義 は イ エス ・キ リス ト

の ま こ とめ 教 え に背 いた 初 期 の 時 代 か ら続 い て きて

い た の で あ る。

歴 史 家 モ トレー は， 「ドイ ツ共 和 国 の幕 明 け」 の

中 で ， キ ザ ス ト教 が初 め て西 ヨー ロ ッパ に紹 介 され

た 時 の出 来 事 を次 の よ うに記 述 して い る6フ リー ス

ラ ン ド人 の長 ラ ドボ ッ ドは一 見 して改 宗 し， バ プ テ

ス マを 志 願 した。 そ して そ の 日一 行 は川 に下 って行

き， 水 に浸 され た。 儀 式 が 行 な われ るの を川 の中 に

立 って 待 って い る間 に， ラ ドボ ッ ドは 司祭 の ウ ォ ル

フ ラ ンに 向 か って ， 「今 私 の死 んだ 先 祖 た ち は ど こ

に い るの か」 と聞 いた 。 す る と知 恵 よ り も熱 心 が 先
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死 者 の た め の 正 義

に走った愚かな司祭は， 「地獄で不信者たちといっ

しょにいる」 と答えた。異教徒の長は水か ら引き上

げ られなが ら，怒 りの気持をあらわにして， 「そう

か，それならば，お前たちの天国のちっぽけなひも

じいキ リス ト教の群れに住むよりは，ウォーデンの

神の宮で私の先祖たちと祝宴をはった方がよい」と.

答えた。(第1巻R20)こ のような時に，あなた方な

らどういう答えをす るであろうか。

同 じ恐るべき教義が，あの遠い霊の暗黒の時代か

ら鳴り渡り続け，すでに世を去った愛する人々の救

いを熱心に求める人の耳 に，その恐ろしい苦 しみの

音が響 き続いたとは，何 という醜業か。死んだ子供

がキリス ト教徒でなかったために永遠に追放 される

と，善意なが らも間違って教えられた牧師の口から

聞かされて怒 り出した，1人 の真剣に子供を愛する

母親の ことを思い出す。

私がその母親の家を訪れた時，彼女は次の話を し

た。数年前，彼女は1人 の幼児を亡 くした。洗礼を

受けに牧師の所へ連れて行 く前に，その子供は他界

した。両親はその子の葬式を司り，キリス ト教徒 と

して埋葬 してほしいと牧師に頼んだが，ささやかな

頼みは厳粛に， しか し残酷に拒絶された。牧師は，

子供が永遠に天国を追われることを告げた。両親は

失意 に打ちのめされなが ら，子供をその教会の儀式

にあずか らせ ることもせず， 「キリス ト教の埋葬」

もせずに，追放者のように葬 った。この愛情深い両

親の心の痛手はいかほどであろうか。彼 らの心はい

かに激 しく引き裂かれたことであろうか/

何年かの間，その牧肺の教えを信 じた母親は， こ

の上ない精神的な苦痛に悩み続けた。子供がキリス

ト教徒にならなかったのは子供のせいではないこと、

を，彼女は知っていた。子供に悪い所は何もなかっ

た。自分自身が悪かったのではなかろうか?誤 っ

た教えのゆえに，彼女は，子供が永遠の苦 しみを受

けるようになったのは自分のせいではないかと考え

た。彼女は，人を殺 したあとで悔 い改めたにもかか

わ らず，すでにその命を取 り戻せはしない殺人者の

ような気持で，魂は苦悶 し，地獄の罰を感 じた。

私がその苦悩する母親の家を訪れた時こそ， しあ

わせの日であった。私が彼女 にその教えの間違 って

いること，その教義を生 じた地獄の深さほどにまっ

た くの間違いであることを説明した時に，彼女 の悩

み深い表惰に浮かんだ喜びを今でもありありと思い

浮かべることができる。私は彼女に，それはイエス

・キリス トの教えではないと教えた。イエス ・キ リ

ス トは幼な児を愛 し，彼 らは天国に属 していると話

した。そして，モルモン経の中か ら，息子モロナイ

に語ったモルモンの言葉(モ ロナイ8)を 読み，主
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「自己の責任 を負え る年令 に達す ることな

く死 ぬすべ ての子供 らは， 日の栄 の王国 に

て救われ る。」(ジ ョセ ブ ・ス ミス)

，

はジョセブ・ス ミスに， 「責任を持てる年令(す な

わち8才)に 達する以前に死んだ子供たちは，皆 日

の栄光の天国に救われる」(「教会歴史記録」第2巻

P.381)と 啓示 されたことを説明し牟。確かに，主

は回復の栄えあるζの時代に，そのことを告げ られ

たのである。

「福音の知識なしに死んだすべての者， もし生き

長 らえることを許されていたなら福音を受け入れた

であろう人々}ち 神の日の栄光の継承者 となるであ

ろう。また これよりのち福音の知識な しに死 ぬ者

で，真心か らそれを受け入れたであろう人々も， 日

の栄光の継承者となるであろう。なぜならば，主な

る我は万人をその働 き，その心の望みにより裁 くか

らである」(「教会歴史記録」第2巻P.380)

キリス トの福音は慈悲の福音である。そしてそれ

は正義の福音でもある。そう廼あ らねばならない。

なぜなら， この福音は慈悲の神より来 るものであっ

て，一部の宗教家たちが今でも信 じ，説いているよ

うな残酷な化け物か ら来るのではないからである。

それはこのように言 う。

「神の命により，神の栄光を顕わさんがため，あ

る人々と天使たちとは永遠の生命に予定 され，他の

人々は永遠の死にあらか じめ定められている。この

ようにあらかじめ定められ予定された天使と人間と

は， 決 して 変 わ る こと な くそ の状 態 に計 画 さ れ て い

る。 そ の 数 は決 ま って お り， 増 減 す る こ とは な い 。」

票 理 の福 音 が ， この よ う に忌 ま わ しい有 様 に変 わ

り果 て るま で に ゆ が め られ ， けが され て き た こと を

想 像 す るの は恐 ろ しい こ とで はな か ろ うか 。 慈 悲 と

同様 正 義 も， 福 音 の 知識 な しに死 ん だ 人 々 のた め に

嘆 願 をす る。 も しイ エ ス ・キ リス トを 知 らず に死 ん

だ 群 衆 のす べ てが ， た とえ地 獄 の 第一 の場 の苦 しみ

で あ って も， 望 み な く永 遠 に地 獄 の破 滅 の も とに置

か れ る と した な らば ，'正義 は ど う行 使 され るの で あ

ろ うか 。

聖 典 は告 げ て い る。 「義 と公 平 は あ な た のみ く ら

の基 ， い つ く しみ と， ま こ と はあ なた の前 に行 き ま

す 。」(詩 篇89：14)

義 な る神 の慈 悲 と愛 は， 神 の子 供 だ ちす べ て に及

ぶ 。 予 言 者 ジ ョセ フ ・ス ミス に よ り回 復 され た 福 音

の中 で ， 主 は再 び死 者 の救 い を宣 言 して， こ う述 べ

て お られ る。

「… … …汝 ら喜 べ 大 い に喜 べ よ
。、世 の人 ， 歌 声 を

・張 り裂 け しめ よ。 死 者 よ， 王 イ ンマ ニ ュエ ル に永 遠

讃 美 の歌 を 語 り出 だ せ 。 イ ンマ ニ ュエル こそ創 世 の

前 よ り， わ れ らを して 死 者 を そ の囚 屋 よ り贋 うを得

しむ る ことを 定 めた ま え り。 そ は囚 人 は釈 さ るべ け

れ ば な り。」(教 義 と聖 約128：22)
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第二副管長

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー

社会の致命的な病幣の核心は，

揺れ動 く家庭である。そのことを

知 り，関心を抱 くところから，私

は聖典が堅固な家族 とどのように

結びついているかをお話 したい。

それを手短かに要領よく説明す

るには，聖典が堅固な家族 と結び

ついているさまは，設計図 と建物

との関係 と同様であると言えばよ

いであろう。

テンプル ・スクウェアの東隣iの噂

区画内に，高層建造物が建築 され

つつある。建物の土地が掘り起 こ

される前 に，その詳細が底土から

屋上に至るまで考慮され，計画さ

れ設計された。労働力や物質の詳

細にわたった明細書が書類にまと

め られた。地震や風圧に耐えるた

めにどの程度の強さの鋼材を用い

るかを決めるのに，大がか りな研

究調査がなされたことを記憶 して

いる。完成 した計画や明細は，仕事

にかかる前に業者の手に渡 され，

熟考 された。建物の建築中は，微

細にわたって これ らの計画に従 う

のである。

我々は聖典か ら，主御 自身が，

地の創造される以前にそれにかか

わるすべてのことを細部にわたっ

て計画 された ことを知 る。

「……われ主 なる神 の天地 を造

りた る 日に天地 の創 られ たる時，

天地 の生成 した るはか くの如 し。

野 のすべて の木 はいまだ地 に ある

前 に して，野 のすべての草 はい ま

だ生 えざ る前 な りき。 そはわれ主

な る神， わが語 り しすべて のもの

を， これ らがい まだ地 の面 に 自然

に在 るに先だ ち霊 として創 りたれ

ば な り…… 。」(モ ーセ3：4-5)

さて，家族 は建物 よ りもは るか
ら

に大事である。地球宅のものよ り

も価値は大 きい。主は，地球を含

めたすべての創造物は，主の偉大

なみ業，すなわち 「人に不死不滅

と永遠の生命とをもた らす」 こと

(モ ーセ1：39)の ためにあると

言われた。そして さらに，だれ も

永続する堅固な家族の一員とな ら

ずに永遠の生命を受けることはで

きないと啓示された。そうである

な らば，神が最も大切な永遠の創

造物である家族を築 く.ために，計

画や明細書を持たなかったと考え

られるはずがない。事実，神はそ

のような計画，明細を持ってお ら

れた。その2つ は聖典に述べ られ

ている。

家族を築 きあげる神の計画，明

細を理解 し，それに従 うことは，

建物が設計図に従い，惑星がその

軌道に従 うことが重要であるのと

伺 じく，永続する堅固な家庭をつ

くるためにはぜひとも必 要 で あ

る。家族を築 く神の計画，その設

計図は，現代社会の揺れ動 く家族

にとって，ほとんど理解されずゴ

守 られてもいない。

聖典 は，家族は人間の定めたも

のではなく神聖な制度であると啓

示 している。神が地球上の全人類

の文字通 りの父であること・人の

霊は神より生まれた息子 と娘であ

ること，および神の業，その栄光

は人に神御自身が享受 しておられ

る完全と昇栄 とをもた らす ことで

あると，はっきり宣言 している。

聖典には，人がそのような完全を

得るためには，骨肉の体を得てこ

の世の試練を受けな くてはな らな

いと説明されている。

そ⑱目的を達成するために・神

の計画には，.神の霊の子供たちが

肉体を受け，夫婦が聖なる神権の

権能により一体 となり，そのよう

に結婚 して，この世にある間，ふえ

よ，地に満ちよとの聖約を身に受
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けること，すなわち神の他の霊の

子供たちのために肉体を用意 し，

彼 らに永遠の生命を得 させようと

される神の手伝いをなすことが示

されている。 喝

その計画には，そのように して

結婚 した夫婦は永遠に夫 と妻であ

り，そこには完全に到達するまで

絶えざる進歩があり，やがて彼 ら

自身も霊の子供たちを持つ両親 と

なることが言われている。

これが，地の基がすえられ る以

前に，家族のために主の設計 され

た計画であつた。

その偉大な計画を実施するため

に，「神は自分のかたちに人を……

男 と女 とに創造 され」(創 世1：

27)， かたちを似せ るばか りでな

く，2人 を結びあわされた。すな

わち御 自身の結婚状態にな らって

夫と妻を永遠の聖なる婚姻関係 に

置きたもうた。そうして， 「生め

よ， ふえ よ，地 に満 ちよ」(創 世

1：28)と 彼 らに命 じ られたのであ

る。

結婚 は人 が作 った社会慣習 であ

り， 自由に廃止 でき るとい う考 え

方 は，誤 った考 えで あ る。結婚 は

単 に神 の命令で あるばか りではな

い。神の計画で は，結婚 は永続 す

る ことを要求 されて お り，永遠 に

続 く堅 固 な家族 を築 くことが 目的

とな らな くて はな らない。パ リサ

イ人が イエ スの も とに来て 「夫 は

その妻 を 出 して も差 しつ かえない

で しょうか」 と尋ねた時， イエス

は答 えて言 われ た。「「モ ーセはあ

なたがたになん と命 じ た か」。彼

らは言 った， 「モーセは，離 縁状

を書 いて妻 を出す ことを許 しま し

た』。 そ こでイエスは言 わ れ た。

「モーセはあなたがたの心が，か

た くななので，…… この定あを書

いた ので ある。 しか し，天地創造

の初 めか ら， 神は人 を男 と女 とに

造 られ た。 それ ゆえに，人 はその

父母 を離れ， ふた りの者 は一体 と

な るべ きであ る。彼 らは もはや，

ふ た りではな く一体 であ る。 だか

ら，神 が合 わせ られ た ものを，人

は離 して はな らない』。家 に は い

ってか ら，弟子 たちはまた このこ

とについて尋ね た。 そ こで イエス

は言 われた， 『だれで も， 自分の

妻 を出 して他 の女を め とる者 は，

その妻 に対 して姦淫 を行 うのであ

る。 また妻 が， その夫 と別れて他

の男に とつ ぐな らば，i姦淫 を行 う

のであ る』。」(マ ル コ10：2-12)

この聖旬 に見 出され るイエ スの

教 えが守 られたな らば，誉れ ある

結婚 が全 人類 の 目標 とな り，離婚

はな くな ることであ ろう。 それに

よ り，家庭 をゆ さぶ る大 きな原因

の1つ が取 り除かれ る。

イエスが結婚 と離婚 について教

え られ た以外 に も，多 くの聖句 が

ある。 た とえば，パ ウロは コ リン

ト人へ， 「主 にあ っては，男 な し

には女 はない し，女 な しには男 は

ない」 と書 き送 って いる。(1コ

リン ト11：11)

パ ウ ロが結婚 について語 った事
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柄 の中には，ペ テ ロと同様，幾分

「わか りに くい」 ところがあ るが

(皿ペ テ ロ3：16)， 夫婦 の離縁 に

関 して はは っき りと， しか も強調

して述べて いる。彼 は主 に教 え ら

れ て言 った， 「結婚 してい る者 た

ちに命 じる。命 じるのは， わた し

ではな く主 であ るが，妻 は夫 か ら

別れてはい けない 。(し か し，万

一別れて い るな ら，結婚 しないで

い るか， それ とも夫 と和解 す るか

しな さい)」。(1コ リン ト7：10

-11)

結婚 と離婚 について述 べた近代

の予言者 の言葉 は，聖書 の言葉 と

完全に一 致 してい る。

予言者 ジ ョセ ブは結婚 について

次の啓示 を受 けた。 「また，われ

誠 に汝 らに告 ぐ，何 人 にて も結婚

を禁ず る者 は神 よ り聖 職の按 手任

命 を受 けた る者 にあ らず，そ は結

婚 は神の人 に定めた るところなれ

ばな り。」(教 義 と聖約49：15)

1845年4月6日 に述 べ られた ブ

リガム ・ヤ ング大管長 の言葉 を引

用 しよ う。 「私 はあな たがた に，

永遠 の果てか ら変わ らず に存在す

る この真理を告 げよ う。私 は地 の

面 のあ らゆ る人間 に告 げる。救 わ

れたい と願 う男性 は， そのかたわ

らに1人 の女性 を持 たず して救 わ

れ得ない と。」(「 タイムズ ・ア ン

ド。シーズ ンズ」第6巻P.955)

次 にあげる引用文 は， ジ ョセ ブ

・フ ィールデ ィング ・ス ミス大管

長の父， ジ ョセブ ・F・ ス ミス大

管長の言葉で ある。

「私 は これを強調 したい。 シオ ン

の若者 はこの結婚制度が人 の手 に

よる制度で はない ことを認識 して

も らいたい。 これ は神 の定 め られ

た制度で ある。 また尊 い もので あ

る。 自 らの宗教 に忠実で結婚で き

る年令 に達 して いる人 が独身で い

るべ きで はない。男性 が1人 で い

るのは不便だ か ら， 自らの考 えや

理想 に合わせ，気 の向 くままに結

婚 し，離婚す る とい うために結婚

が定め られ たので はない。結婚 に

関 して非常 に大切 な ことがあ る。

現世を越 えて，永遠 に続 く事柄 で

ある。 それ によ って，霊 が世 に生

まれ，男，女 として この世 で体 を得

るので ある。結婚 は人類 を存続 さ

せ るもので あ る。結婚 が行 なわれ

なけれ ば，神 の 目的は 達 成 さ れ

ず，徳 は砕 かれ て悪徳 と堕 落 と化

し，地 は空虚 な もの とな るで あろ

う。」(「福音 の教義」 第2巻p.3

-4)

すでに述べた よ うに，主 の御計

画全体 を考 え ると，永続す る結婚

の制度 の 目的 は増殖，す なわ ち神

の霊 の子供 た ちに肉体 を与 える こ

とであ った。結 婚 と離婚 に関連 し

て，聖句 に はこの ことが特 に言 わ

れてい る。

「この故 に，人各 々一人 の妻 を

有 つ こと信 義 し。而 して この二人

の者一体 とな るべ し。すべて これ

は， この世 の造 られた る目的 に適

わんたあな り。 す なわ ち， この世

のい まだ創 られ ざる前 に人 の創 ら

れ しに従 いて，人間 の数 の この世

に充 た されんたあ な り」。(教 義 と

聖 約49：16-17)

他 の聖句で，主 は 「わ が誠命 に

よ りその子孫 の殖 えて地 を充 た さ

んため， また創世 の前 よ りわが父

によ りて為 された る約束 を充 た さ

んため， また永遠 の世 に於て最：高

の栄 に進み，か くして人 々の霊 を

生 まんがた めに」妻 が夫 に与 え ら

れ， 「ここに於てわ が父 の御業 は

絶 ゆ ることな く， か くして御栄 は

父 に在 るな り」 と言 って お ら れ

る。(教 義 と聖約132：63)
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私 は， これ ほ どに深 く栄光 に満

ちた聖句 を他 に知 らない。 この聖

句 は，結婚 の 目的が， まず 「この

世 のいまだ創 られ ざ る前 に人 の創

られ しに従 いて， 人間 の数 の この

世 に充 た され んたあ」で あ り， そ

れ によ り御父 のみ業 は続 き， 「御

栄 は父 にあ る」 と言い，'第2の 目

的 は，人間 が 「創世 の前 よ りわ が

父 によ りて為 され た る」約束 に従

い， 「永遠 の世 に於 て最 高の栄 に

進む こと」で あ ると述 べてい る。

結婚 ，離婚 および子供 を生む こ

とにつ いて， この神聖 な概 念を心

に思 う時，近代の予言者た ちの次

の言葉 は容易 に理 解で きる。

ブ リガ ム ・ヤ ング大管長 は述べ

た， 「幕 屋を得 るこ とを待 ち望む

無数 の汚 れな く神聖 な霊が いる。

さて，我 々の義務 は何 で あ ろ う

か 。一 彼 らのために幕屋を備 える

こと，それ らの霊が悪い家族 に送

られ て悪徳 と堕 落 とあ らゆ る罪 の

もとで訓練 されない よ うに，針路

を とることであ る。で きる限 りの

あ らゆ る霊 のため幕屋を備 える こ

とは，義 しい男女すべて の義務で

あ る。」(「 ブ リガ ム ・ヤ ング説教

集」P.197)

ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス大管長 は

1917年 に， 産児制限 について述べ

た。

「教会 員の間に産児制 限 の風潮

と考 え方 があ ることを 遺 憾 に 思

う。 これははな はだ しい悪で ある

と考 え る。 健康 と体力を有 し，繁

栄 に必要 な純潔 を有 してい る夫婦

にそれが行 なわれて いるな らば，

罪悪 であ ると考 え る。産児制限 を

してい る人 々はやがて落胆 を刈 り

取 る。私 は何 らたあ らうこ とな く

申 しあげ る。 この悪 習 は今 日世界

最大 の罪悪 で あると信 じて いる。

(「福音 の教義」 第2巻P.11)

この事柄 につき，最近大管 長会

か ら声 明が出 された。

「我 々は堕胎 と断種 についての

法 案に関す る問題を熟 慮 した。我

々は これ らの重 大な事柄について

律法 をい ささかな りとも修正，拡

張， 自由化す ることに 反 対 で あ

る。」(1970年10月27日 付， ワシン

トン州ステーキ部長への書 簡)

次 に，堅 固な家庭 に関係のあ る

聖句 を幾 つかあげ よ う。

「子 をその行 くべ き道に従 って教

えよ， そ うすれば年 老いて も，そ

れ を離れ ることがない 。」(箴 言22

：6)

「父 た る者 よ。子供 を おこ らせ

ないで，主 の薫陶 と訓戒 とに よっ

て，彼 らを育てな さい 。」(エ ペ ソ

6：4)

ベ ンジャ ミン王 は両 親 に， 「自

分 の子供 らを飢え させた りはだか

のま ま置いた りは しな い で あ ろ

う。 …… 自分の子供 らが神 の律法

に背 き互 い に争 った り戦 った りし

て， ……悪魔 に仕え るこ とを許 さ

ず ，…… 自分の子供 らに真の道を

行 う事 と真面 目で なけれ ばな らぬ

事 と互 いに愛 し互 い に助 けねばな
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らぬ事 とを教え るで あろ う」 と訓

戒 した。(モ ーサヤ4：14-15)

「また， シオ ンまた は組織せ ら

れた るシオ ンの ステ ーキ部 内にて

子供 を有 す る両親 あ らば， その子

供八才の時 ，悔 改め，生 ける神 の

子キ リス トの信仰 ，バプテ スマと

按手 によ る聖霊 の賜な どの教 義を

教えて理解せ しめざれば，罪その

両親 の頭 に留 るべ し。

また両親 はその子供 たちに祈 る 「

ことと，主 の前 に正 し く歩 む こと

とを教 えざるべ か らず 。」(教 義 と

聖約68：25，28)

「……われ は汝 らの小児 たちを

光 明と真理 の中に導 き来れ と汝 ら

に命 じた り。 され ど，われ誠 にわ

が僕 フレデ リック ・ジー ・ウイ リ

ヤムスに告 ぐ。汝 は，今 なお引き

つず きこの罪に定め られた り。す

なわ ち，汝 はい まだにわが誠命 に

従いて汝 の子供 たちに光 明 と真理

を教 え居 らず， さればかの悪魔 は

い まだに汝 を支配 し居れ り， これ

汝 の苦 しみを受 くる所 以な り。 わ

れ今汝 に一 つの誠命 を与 う。 すな

わち，汝 もし救われ ん と欲せ ば 自

身の家 を整 うべ し。汝 の家 には正

しか らざる こと多 けれ ば な り。」

(教 義 と聖約93：40-43)

次 に，子供 た ちの両親 に対す る

義務 とは，

「子た る者 よ。主 にあ って両親

に従 いな さい。 これ は正 しい こと

であ る。 『あなた の父 と母 とを敬

え』 …… 『そ うすれば， あなた は

幸福 にな り，地 上でなが く生 きな

が らえ るであろ う。」(エ ペ ソ6：1

-3)

また夫 と妻 は，

「妻 たる者 よ，夫 に 仕 え な さ

い。 それが，主 にある者 にふ さわ

しい ことで ある。夫 たる者 よ，妻

を愛 しな さい。つ らくあた って は

い けない 。」(コ ロサイ3：18-19)

これ らの聖句 に従 うこ とは，堅

固な家庭 を築 く大 きな力 となる。

私 は， も う1つ の事柄，す なわ

ち祈 りとい うことについて，聖典

の教 えを とりあげたい。聖典 に こ

れ ほ どひんぱん に語 られてい る事

柄，家庭 を堅 固にす るの にこの よ

うに役 だつ事柄 を，私 は他 に考 え

る ことができない。記録 され てい

る人間 と神 との最初 の交 わ りは，

祈 りによる結果で あ った。記録 に

は， エデ ンの園 を追われて しば ら

くののち， 「アダム とその妻 イヴ
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欝翫露

主 の御名 を呼 びた るに， エデ ンの

園 を指 して行 く途 のかなた よ り声

聞えて彼 らに語 りた まえ る………

主，彼 らに誠命 を下 して宣 い ける

は，主 なる汝 らの神 を礼拝 し…」

(モ ーセ5：4-5)と 記 されてい

る。

この時 か ら今 まで，聖典 は繰 り

返 し祈れ と我 々に勧告 してい る。

詩篇 の作者 は歌 った。

「しか しわ た しが神に呼ばわれ

ば，主 はわ た しを救 われ ます。 夕

べ に， あ したに，真昼 にわた しが

祈 り，嘆 き うめけば，主 はわた し

の声を聞 かれ ます」。(欽 定訳詩篇

55：16-17)

アル マ書34章 に記録 され てい る

あの祈 りの勧 めの中か ら以下 の事

柄を引用 しよ う。

「家 に居 る時 はあなたたちの家

族全休 について朝 も昼 も晩 も神 に

祈れ。

これ ばか りで はない。 あなたた

ちが一人で部屋 に居 るとき も，秘

密の所 に居 る時 も， また野 に居 る

ときも心 にある ことを うち明けて

祈れ。声を あげて主 に祈 らない時

で も， 自分の為 また 自分 のまわ り

の人 々の為 を思 ってたえず心 の中

で主 に祈れ 。」(ア ルマ34：21，26

一27)

イエスは1人 で祈 られ ，弟子 た

ち と共 に祈 られ， 弟子 たちのため

に祈 られ た。 イエ スは彼 らに祈れ

と教 え，祈 りの形 を示 された。

この最後 の神権時代 を開いた予

言者 の見神 は，祈 りに対 す る答 え

として もた らされ た。

教会 が組織 され る2年 前，主 は

次 の教 えを与 え られ た。 「勝利者

た らん ことを常 に祈 るべ し。誠 に

サタ ンに打 ち勝つ様 に祈れ， また

現 にサ タンの仕事 にカを与 うるサ

タ ンの僕 らの手 よ り免れ ん ことを

祈 るべ し。」(教 義 と聖約10：5)

教会 が紅織 され た時，主 は神権

者 に， 「各会員 の家庭 を訪れ，…

すべて家庭 の務 めにいそ しむ よ う

に勧 めよ」 と言 われ た。(教 義 と

聖糸勺20：47)

些し蟹L.坦 瞳 強曝⊆す一

るた めの計画 を持 ちたまい， その

司画 を聖典に贅丞 ミ塾 並 コ辺三我

なのすべてをその計画に従うよう

興 些 匝 全 三圭空 岱 り一三だ.っ工祈

る至璽LるQイ エス ・キ リス ト

のみ名 によ り。 アー メン。

443



騰1麩 齢
灘糠 煙瓢 騨 吻

莚 灘 織i'

一 難 箋慧

・
， 羅 糞螺

繊 饗
.恵.叢

謡 、K二 、

きまド 　 　 ヂ

・ 一 灘'讐 ㌔礎

灘 ・ 獣 欝 ウ灘 撫

欝 懸 ：璽 ・
.糀 飾 蘇 ∵ 轟 ・

』轟
'辮 笏灘

躍 、 「撫 灘 ㌔・ 、 ・醇

：・嚢r藩聡 磯
鞭欝 蠣 罵 轟

懸醗幽 灘

薩蟻 灘
毒 繍 ・・漕

;}蟻 嬢

鞍ll蕩

臨
懸

ア ン ・ロ ミ ッ ク

灘 輪 ：.難.鞭

欝、 樽 灘 馨

。、 灘 懇 。 騨騰 懸 撒

難

轄難

欝 灘.・撒
、

、 澤"

聯 難 鐸
瓢頃、

　ア 　モ ヨ な
腐

轍 鰹

翻1…綴

難

「1セ ン トあれ ば
， あの花 のひ

とつを買 うのにな あ。」 彼 の声 は

自信 に満 ち， 目に は満足気 な輝 き

があ った。 それ は，今 や彼 は1年

生 で字 が読 め るか らで あらた。 た

だ し，読 め るの は ところ どころだ

った。 か ごに掛 けた紙 には急 いで

書 いた らしい文字で， かごの中味

が1つ につ き

愛 を こめ た

1セ ン トの

価値

1セ ン トであ
.ると

い う意 味

の ことが記 さ

れ て あ っ た

が， 彼の読 め

る と こ ろ は

「1セ ン ト」

の部分で あっ

た。

「あの花 を買 って どうす るつ も
、

りなの?」 何 か計 画で胸がふ くら

んで い る らしい彼 の目を見 なが ら

私 は尋 ねた。 「ぼ くの部屋 に飾 る

の さ。」 彼 ははっき りとそ う言 っ

た。 そ して その はっき りとした口

調 か らは， 私が なぜ そのよ うなわ

か り切 った質問をす るのか不思議

だ とい う感 じが表われて いた。

私 は財布 の中に手 を入れ なが ら

「いいで しょう」 と言 った。 「風

船 ガ ムよ りはま しで し ょ う か ら

ね 。」 私が小 さな銅貨 を渡 してや

ると，彼 はそれを大切 そ うに カウ

ンターの方 へ持 って行 った。店 員

は， 銅貨 と引替 えにばかに長い針

金 の茎のつ いたプ ラスチ ック製 の
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ピンクの花 を きちん と包 んで彼 に

渡 した。私 は，彼 が赤 と白の自分

の部屋 に合 わせ て，淡 い ピンクを

選 んだのだろ うと思 っ.たが， たい

て いの1年 生 は配色 の こ とにまで

関心 はない ことに気がつい た。

車 の ところまで戻 る間，私 たち

は何 も言葉 を交 わ さな かった。私

は袋一杯 の食料 品を抱 え，彼 は茎

のあた りで くしゃ くしゃにな った

茶色 の小 さな袋 を大 事 そ うに持 っ

て いた。重 そ うな花 が1輪 袋 か ら

少 し顔 を出 し，彼 が歩 くたび にあ

ち こちへ楽 しげにはず んでいた。

「ジ ュ リーの誕生 日に あげ られ

るかなあ。」

「ジ ュ リーの誕隼 目に何 を あげ

るんです って?」 私 はぼんや りし

なが ら聞 いた。

「お花 だよ。」 特別 な買物を し

た ことを もう忘 れて しまってい る

私 に，彼 は少 「しい らい らしなが ら

言 つた。
「それ に」彼 は続 けて言 った。

「これ は ピンクだか らジ ュ リーの

お部屋 に ピ ッタ リだ と思 うんだ。

ジ 几 リーは これ を棚 に飾 るか も し

れ ないな。」
「
「そ うね。 いい考 えだわ。で も

ジ ュ リーの誕生 日には， まだ間が

あ るわ。」

ジ ュ リーは彼 に とって1番 上 の

姉で あ り，ユ7才の とて も美 し，い娘

だ った。彼女 は時 々び ど くは レや

ぐ時 があ るか と思 うと，反面 とて

もひ っそ りと した，静 かな時があ

つた。

「ただだ まってあ げ ℃ も い い

の?」 彼 はや っと決 心を した とい・

うよ うに尋 ねた。 「つ ま り，何 も

理 由がないのにあげ るとい うこと

だけ ど。」

「もちろん よ。」 私は声 がつ ま

6た のを隠そ うと して，あわてて

息 をのみなが ら言 った。

「それ こそ一番 の贈 り物 よ。 あ

なたが何 の理 由 もな く贈 り物ので

きる人へ のね 。」

2人 で小さ な声で 相談 を進 め る

かたわ ら，私 は食料 品を片 づ け，

御 ち 暖炉 に暖 ま りなが らひ とり

静 かに座6て い るジ ュ リーを見 つ

めてい た。

最後 に私が ひざまず いて，戸棚

の一番下 にスープのかんを しまっ

てい る と，ち ょうど彼 と目が合 う ・

高 さで あ つた。1彼は こう尋 ねた。

・「どうや って あげ・た らいいのか

な?な んて言 った らいいの?」

少 し興奮気味 で， しか も恥ず か し
'
そ うで もあ った。 したい気 持 と気

の進 まない ところ，勇気 と恐れが

入 り交 って い るよ うだ った。

「た だあげ るだけの ことよ。 そ

れ か らこんなよ うな ことを言えば

いいわ。 『ジ ュ リー， これ。ぼ く

は姉 さんの こと大好 きだか ら。』.

それ か らキスを してあげな さい。」 .
「いやだよ 。」 彼 の腕 は前 に伸 』

び，手 の砂 ち炉 空を打 っで ジ 糞る

一

で交通巡査が車を止 めて いる時の

よ うな格 好 を した。 「キスなんて

いやだ よ。」

彼 は後 ろを向 くと，別 の部屋 の

方 へ歩いて行 った。 そ して この場

にふさわ しく，真剣 な顔つ きで→

生 懸命だ つた。

贈 り物を手 にジ ュ リーの前 に立 っ

た時，彼の 口はひ とりで に笑いか

け， 目は うれ しそ うで あ った。

言葉 は聞 とえな か った。言葉 は

花 と共 に彼女 に伝わ って い1た。.し

か し私には見えた ので ある。彼女

の顔 が輝 き，感傷 にひた っていた

ロもとに赤昧が さ し， 自然 にほほ

えみが出て きたのを。彼女 は腕を

弟 の小 さ.な肩 にか け，左 の頬 に大

きな音 をたでてキ スを した。片手

に花を持 ち，』も う一方の手で弟を

抱 き しめた。 そ して その時，プ ラ

ス チ ヅクめ ピンクの花がばか に長

い針金の茎 の先で楽 しそ う「に踊 づ.

てい るのが 目に映 った。・.

五 児 の 母 親 で あ る ロ ミヅ ク姉 妹

は， こ こ数 年 作 品 を書 いて い るが

ζれ は初 めて 活 字 にな った もの で
.あ る

。 彼 女 は，『サ ン らレ ア ン ドロ

(カ リフ ォル ニ ア)ス テ ー キ部 ，・
'サ ン

・ゴ レ ンゾ第1ワ 」 ド部 に お

い て ， 扶 融 協 会 第 二 副 会 環 却 よび

・デ ン1マ ザ ー(ガ ー1レ幼 ワD

と して 働 いて い 翻
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若.人 か ら 両 親 へ

ペ リー 。ダ トワ イ ラー

ダ トワイラー兄弟はユタ州車六学を卒業後，.現在合衆国陸

軍 にあって兵役に服 レている。ガシュ ・イース ト・ズテーキ

蔀，d遍 ガシ(ユ タ州)第10ワ ー ド部に所属する彼は，かう

て台湾で宣教師どして働いた・ととがある。(1966-68)

儒学1者 のひとりである曾子いわく， 「古人世に高徳を表

わさんと欲すればドまず己れをよく治めたりる己れをよ'く治

めんと欲すれば蒜 売 れ啄 族榊 し詠 擬 律さんと欲.

すれば，すなわち己れを養いたり。……

己れを養いて初φて家族は律 されル。家族を律 レて初めて

己れを正 しく治め得ん。己れを正 しく治めて初めて，世は平

和となり得ん。」・

この説教は，現代とは異なった時代iこ書かれた もので あ・

る調 購 代の中国噸 壊寸前であった・政聯 勺∴槍 醜

混乱，戦争，，飢 き〃，そしそ絶望感が入々の心に平知 と一致，.

秩序，何かを生 じる力とを求めさせた。

曾子は平禾叩)原 因・根源そそ して平和をもたらすものζレ.

てピ外的な状賑でにな く人の心について指摘 した の で あ っ

た。古代め中国では，人を高めることは過去の伝統や道徳を ー

固 く守 ることによっ.てなされた。私だちにとっては，1こめ よ・：

うな修養はイエス ・キ リス トの教えと予言者たちの教えによ

っでもた らされるものである。

こうし：て平和は，か らみ合った糸のような社会関係を通ら

て外に現われる慨 の心の状態そのものとなる・ ・の関係は

強めたり導いたりできるが・平和は究極 において も依然とし

て個人の特権をとどめるものである。自らと神か ら平和すな

わち平安を得ている人は，多 くの人々が望んでいる秩序ある

世界にあって，.』力強い働 きをなすものである。

古代中国の賢人はさらに，家族はそのような世の中崇造る

1つ の石であると言 っている。これは社会関係と人間同志の

交流が，より良い世界を形造 る上で第2の 段階となることを

物語っている。

父親は家族の中心 として最前線にいる。作家のエ リック ・

フロム2が述べているように， 父親は 「思考の世界，人造の
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物質でできた世界・律激 と秩序の世界，訓練の世界，そ して

旅行と冒険の世界」を代表 し， 「子供を教え，世 の中の道を、

示す人である。ゴ 『 距 、1'

子供の進歩成長にとって非常に重要なことの1bは ，両親

が子供との関係において共に教えることが らである。.

入類の歴史を変える力をもつようなそんな重要な役割を果

たす人は少ない。 しか し，私たちの多 くは家族関係を変える

立場にあり，私たちのすべては自分自身を変えることができ

る。「

自らの霊性と人間性を養い，心の平安を培っている両親は

.周囲にい'る人々に影響を及ぼさずにはいない。自らを高め，

炉 この騨 酵 のを助けることは恐 らく私た犯 ・
『 曹で 最 大 のチ 甲 レ'ンジ で あ ろ う

。 この よ うな 成 功 を収 め る両 親

は・
.あちやる鰭 を受け・に勘 し1・・鯵 わち・鯉 の 吊

賢人が言っ・たように，すべてのものがそれに帰するか らであ

唐るρ.1

若人は一体両親に何を求めているのだろうか。 まず第一に

.彼 らは偽 らない誠実な姿を求めそひる16お そぢく両親のなし

∬うる最夫あどとがらは
，誠実で修養を積んだ人間味あふれる1

.人物に尽.ることであろう。'

で ばどのようにしたらそうい「う両親になれるだろうか。他

ああらゆる努力 と同じょうた，'そのような両親は，訓練と忍

耐ζ専心，、そして関心を抱 くことによるのであう。・、

修養を積み，慈悲深い心を備えた：人 は，世の指導者と呼ば

れる人々が しようと思 う以上 に，.世の中を変えるためにさら

・に大きな働きをなし，人類に貢献するであろう。平和は人め

bか ら姶まる。 自らと神力≦ら平和すなわち平安を得ることは

.邦 蝶 軍 あるが，働 惣 縮 分の子鄭 ζ明 的嗣

達 す る よ う『に助 け を与 え る ご とば 真iと偉 犬 な ごとぺ の 根 本

で あ る。

1， 儒 教一 古代中国の哲学で，個人 の徳 ，家族 への献身，正 義を

重 ん じる。

2， エ リック・フロムー19QO年 ドイツ生 まれの米人精神分 析学者。

'



すべ て を

必要 とす る時

ハ ー バ ー ト ・F・ ミ ュ レ イ

「人は自らに対 して責任を有 している。人は自らの家族に

対 して責任を有 している。また人は教会に対 し，自らの職業

に対 し，責任を有 している。つりあいのとれた生活をするた

めに，人はこれ らのどの分野にあっても働 きのできる方法を

見出す必要がある。」

これは，末日聖徒イエス ・キリス ト教会第11代 大管長ハ白

ル ド・B・ リーの言葉である。

末日聖徒が教会にあって正 しい働 きをな し，職業において

成功を収め，地域社会に奉仕 し，同時に家族に対 して必要な

時間とエネルギーを費やすには， どのようにしたらよいであ

ろうか。多 くの教会員は自分が したいと思 う多 くのことをす

るために，時間 と自分の持てるものをどのようにや りくりし

たらよいか という問題を抱えている。

教会は， この世的な事柄 と霊的な事柄においてなしとげる

べき何かがあることを信ずる人々を必要としている。現世に

おいて，また永遠の世において，王国の偉大なことをなしと

げることができると確信 している人々を必要 としている。そ

して教会は，それ らを固 く信 じて行動に移す人々を必要 とし

ている。 これ らの人々は教会の発展 に寄与する人々である。

しか しいかに多 くのエネルギーを持 った人々でも，時間と責

任のつりあいをとる必要がある。

私たちはみな自分が何を優先すべきかを明 らかにする必要

がある。 しようと思 っていることを重要な順 に挙げることが

できるとしたら， もっと容易に決定ができるに違いない。 …

成功 している家庭生活については，最近教会の日曜学校会

長に任命 された心臓外科医のラッセル ・Mrネ ルソン博士が

興味深い意見を述べている。ネルソン兄弟姉妹には9人 の娘

と1人 の息子がある。

「真実成功 している家族生活にとって不可欠な要素は，∴夫

と妻の間で愛を養 うことである。
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大家族では，母親はその全時間を子供のために費やしがち

である。そ してこのことが夫と妻の関係にとって妨げとなる

とすれば，いかに子供の世話がよくできたとして も，その努

力は有名無実と言えよう。

子供は来て，やがて去って行 く。彼 らは伝道に行き，大学

に行き，結婚をする。そ してその他いろいろな理由で，家庭

か ら離れて行 く。そうしている間に， もし両親の間の愛がさ

めることがあるとした ら，それは大きな犠牲である。 このよ

うな状況では，永遠に有効な約束などほとんど望めない。

夫と妻の愛な動的なものである。常に成長 していくものと

思わなければな らない。それは庭のようである。手入れをし

なければす ぐに雑草がはびこって くる。我々には子供をふさ

わ しく育て，職場と教会において義務を尊重するのみならず

夫婦の愛を常に強 く生 き生 きとしたものにする責任があるの

である。」

4人 の子供の父親であり，十二使徒地区代表でもあるハワ

ード・B・ アンダーソン兄弟は次のように語っている。.「私

は家庭における責任を遂行することができず，教会の仕事を

その言いわけにしている兄弟たちを見てきま した。私はその

人たちに対 して， 自分の仕事を理由に家庭や教会の責任をか

えりみない人 と同様にあまりいい気持を抱きませんで した」，

6人 の子供の父親で，テキサス州ルボックステーキ部のス

テーキ部長として働いているフランクリン ・S・ ゴンザレス

はこう語 っている。 「教会の責任ある地位についている忠実

な末 白聖徒は，自分の家族への特別な助けを主に求めていま

す。しかしこれは，より懸命に働 き，良き父親 となるために

より効果的に生活 しなければならないということにほかな ら

ないのです。」

.ゴンザレス兄弟は，父i親として必要 とされる事柄について

どれが最 も大切かということを強調 しています。 「このこと

は，仕事が教会や家庭ほど重要なものではないと早 くか ら決

めていたことに関係 しています。教会 と家庭は本当に1つ で

す。では教会の仕事に多 くの時間をさき，それでもなお家庭

を無視することのないようにするにはどうし允 らいいで しょ

うか。そうです。家庭の夕べを開き，主のプログラムに自ら

を一致させるごとにより，家族 とのだんらんや子供たちへの

訓育の時を持つ ことができることを，私たちは保証されてい

るのです。」

：ユ，タ州プロボ市に住み，主婦であり，12人 の子供の母親で

あり，YWMIA会 長の責任を持つラニーブ ・`キンボール姉
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妹は次のよラに語 っている。 「私は子供たちが学校から帰 っ

て来 る時にいつも家 にいることにしています。子供たちの話

をす ぐに聞けますか ら。スケジュールよりも態度の問題だと

1思いますの。主は導 きを求める時にはいつでも助けて くださ

います。私たちは個人的に主 に助けと導きをお願いしてから

1日 を始めることに しています。」

キンボール姉妹はさらに続 けて語っている。 「家庭の夕べ

は欠かせません。末 日聖徒 として，また導きを与えて くれる

予言者をいただ く者 として本当に祝福されていることを感 じ

るのです。私は，まず神の王国を求めよというモルモン経の

中の聖句を思い出しま した。(ヤ コブ2：18参 照)こ れが価

値観を高める時に福音を指針 として用いる理由なのです。」∫

イリノイ州エバンス トンに住む主婦で二児の母親であり，

扶助協会の会長をしているルース ・グローバー姉妹は，家庭

の夕べの価値についての自分の経験を語って くれた。彼女は

ノースウェスタン大学で当教会に関する講演を行なったが，

その後で，人4の 関心は彼女が講演中に紹介 した家庭の夕べ

のテキス トに集中したそうである。彼女はこう語っている。

「今の世 の中は， このような真 に霊感を受けて作 られたプロ

グラムに飢えています。」

ブリティッシュコロンビアのバンクーバーに住む監督でイ

ンスティヂュー ト教師のW・ ポール ・ハイ ドは次のような意

見を述べている。彼は3人 の子供の父親である。 「妻は家庭

の中心です。父親が仕事や教会の責任であまり家にいられな.

い時，妻は子供の必要を満たすのに大 きな役割を果たす こと

ができます。

ある日私が出かけなければならなかった時，1人 の子供が

こう言いました。 「パパ，きょうも出かけなきゃな らないの

?」 そ こで妻が言いました。 『パパは神様の王国をつ くるお

助けをするために選ばれた人なのよ。 うれ しいで しょう。』

このことは，私が口論をしたりせずに，霊的な気持で家を出

ることができるので本当に助けになっています。」

両親の一致と協力は実に大切である。特に子供を教育 した

り，毎日の家族の問題を解決 しようとする時にそ れ が 言 え

る。

物事の優先順位を決定する時，またいかに時間と方法を用

いるかを決定する時，我々は次のデビド・0・ マッケィ大管

長の有名な言葉を思い出さなければならないだろう。 「いか

なる成功 も家庭の失敗をつ ぐなうことはで きない。」.



愛 と は

ク ラ ー ク ・ ス ウ ェ イ ン

黛

輪 ・

今まで幾世紀 もの間，入々は愛のゆ

えに詩を作 り，歌を口ずさみ，山に登

り，戦いをしてきました。時には，愛

の名のもとに人を殺 し，自らの命を断

つ人 もいました。

しか し私たちは，愛について必ず し

も常に正 しい見方，考え方を示 してい

るとは限 りません。私たちがよくとる

まちが った態度の1つ は，愛を先祖か

ら受け継いだ単なる不可解な感情 また

は力 と考えることです。ですか ら，愛

がそのような人のもとに訪れた時，人

は愛に「おぼれ」， 自分を見失 って しま

い，同様にそれが離れ去 る時も，自ら

の力で止めることができないのです。

何ヵ月前でしょうか。1人 の女性が

私のところに相談に来ました。話を聞

きます と，彼女は夫 と仲たがいを し，

今妻子のある別の男性 と恋を している

ということでした。2人 共今の相手と

別れて再婚 したがっているのです。双

方共子供がいました。合わせて10人 で

す。それでもなお別れようと思ってい

るのです。愛におぼれたた め な ので

す。彼女 は，夫への愛情を回復する方

法を学ぶことが，恋人への愛を終結さ

せることと同 じようにどうすることも

できないことだと思っていました。

ある男性は妻 との離i婚を考えていま

した。彼の言い分はこうです。 「もう

愛 していないんです。」まるで自分の感

情を変えるのに万策が尽きたような言

い方です。このような人々は真の愛の

意味を学ばなければなりません。愛が

私たちを支配する不可解な力であると

いうような考えはやめなければなりま

せん。必要なのは，愛を私たちの身の

まわりに突然生ずるものとしてではな

く，む しろ人々に接する方法として考

えることです。そ うすれば，自分で制

御できるようになるで しょう。

愛は定義できないものだとい う人が

います。説明の不可能 な，全 く理解で

きないものだとい うのです。 しか し，

このように考える人々は，愛が不可解

なものであり，人が落ちる落とし穴だ

といった誤 った考えを抱いている人々

です。 しか し愛が真 に実在すると考え

.る人は，愛を定義 し，説明 し，かつ理

解することができます。

人 と接する時にその人を自分の愛し

ている人として考えることは助けにな

ります。またその人を，愛を表現する

能力のある人かそうでない人か考える

のも有効な方法です。結婚相手の中に

見出さなければならない大切な要素の

1つ は，その人がどの程度まで愛を表

現できるかということです。そして結

婚の準備として欠かせない最 も大切な

特質の1つ は愛を受けるのみならず，

愛を与える能力なのです。

この能力は母親の腕にやさしく抱か

れる幼少の頃か ら芽を出 してきます。

赤ん坊はい くらかわいがってもかわい

がりすぎるとい うことはありません。

しか し，あまり十分な愛を受けずに育

った子供は，肉体的な成長においても

人格形成の面においても遅れをとって

しまいます。そのような子供はおそら

449



く感情面や身体面の病いにさいなまれ

るでしょう。

子供に十分な愛を与える理由は，子

供が自己評価の能力，すなわち自分自

身に対 して感謝 し，敬意を示 し，愛す.

る能力を伸ばすように助け る た め で

す。そ して自分への愛が深まれば深ま

るほど他の人へ愛を分つことができる

ようになるでしょう。

利己的な人は自分を愛する人ではあ

りません。自分に対 して消極的な感情

を抱き，自己中心で，自分のことだけ

考え，自己への疑いを克服 しようとし

ている人なのです。戦場で戦っている

人の心に平安はありません。心の中に

葛藤があります。 しか し，子供が自己

愛を高めるように助けてあげれば，心

の中の葛藤はな くなり，人に愛と親切

を示すようになるのです。

愛 している時は，いつもその人のこ，

とを考慮に入れているものです。そこ

に強制はありません。もちろん，おと

なが子供に，子供の希望を退けて強制

的に何かを行なわせることも必要で し

ょう。 しか し互いに愛 し合っている2

人のおとなの間に強制はありません。

私たちは自分の見解を人に理解 して も

らうように努あるで しょうし，また自

分の確信することを人にも確信 して も

らいたいと思 うで しょう。 しか しこの

ような時で も， もし本当にその人を愛

していれば強制 しないはずです。

愛 している時は，人の愛によく応え

るものです。ある人が他の人よりも人

を愛する能力があるということか ら，
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その人が他の人よりもよ く人の愛に応

えることができると結論づけることは

理にかなウたことです。 しかし私たち

は応え方を改善するととを学ぶことが

できます。愛とは感情移入であり，人

がどのように感 じるかを理解すること

であゆ，自分の老えを人に知ってもら

うことなのです。

愛している時ぽ，相手の幸福や進歩

に関心を抱 くものです。関心を抱 くだ

けではありません。自分を犠牲にして

までその人のために何かを しようとし

ます。愛することは与えることです。

それは人に物を与えることです。 しカy

しもっと大切なことは，時間を与え.る

ことです。 クリスマスの時 ある父親が

愛する息子 に次のような手紙を書きま

した。 「愛する息子へ ：お 父さんか ら

のプレゼントは時間です。来年1年 の

間，1日1時 間，お前にお父さんの時

間をあげよう。」これこそ愛ある行ない

ではないで しょうか。

コリン ト人への第一の手紙第13章 に.

愛 についてパウロが説明 した言葉がの

っています。

愛 している時は，長 く耐え忍び人に・

親切にするものです。そのような愛は

永続するものであり，ねたまず誇るこ

ともしません。高ぶりや自慢，欺きは

その本意ではありません。愛する人は

謙遜です。また不作法をしまぜん』悪を

思わず，すべてを耐え，すべてを忍び，

めったに怒 りません。また人に恨みを

抱きませんみ人よりも「自分の方が余計

に傷つ くことを知っているか らです。

真の愛は，基本的にあらゆる人間関

係において同 じであると言 えます。た

とえば祖父と祖母，新婚夫婦，また母

親 と子供の間の関係がそうです。思い

を寄せること，尊敬すること，応える

こと，感情移入をすること，関心を抱

くこと，与えること，受け入れること，

分 ち合うこと，許す こと， これ らはす

べて愛に含まれるものです。 これ らの

言葉がすべて行ないを伴った言葉であ

ることにお気づきで しょうか。愛す る

ことは行 ないを必要とするのです。

人に 「あなたは私があげた愛をみん

な握 りつぶ して しまったわ」という人

は;愛 の技術を心得ていない人です。

愛を握 りつぶすごとはできないか らで

す。 もし愛が消滅するとすれば，それ

は自殺とい うことになります。なぜな

ら愛は人がいかに愛されているかの尺

度：ではな く，いかに人を愛するかの尺

度だか らです。人を愛するか愛さない`

かを決めるの}こその人の性格や態度を

もとにすべきではありません。他の人

よりもチャーミングで快活な，容姿端

麗な人を愛することは簡単なことだと

言えます。 しか し私たちの愛は，他の

人の性質や態度に影響され るべ きでは

ありません。愛は感情では な い の で

す。人と接する方法なのです。

スウェイ ン博士 はモ ンタナ州立大学の結婚

および家庭生活 の准 教授 で，地方裁判所 の

結婚 カウ ンセ ラーを してい る人で ある。 ま

た ヘ レナステーキ部の ボー ズマ ンワー ド部

で はヤ ングマ リー ドの指 導者 として奉仕 し

て いる。

，

_■ゴ



選

ケ ネ ス ・W・ ゴ ドフ レイ

ある 日の夕方，事務所 か ら家へ

帰 るな り，妻 が ドアの ところに立

って私 を待 ちうけていた。 その顔

には何 かただな らぬ ものが感 じら

れ る。奥 に入 って妻 の話 を聞 くと

それ は学校 の フ ッ・トボール チーム

のエ ン ドを して い る私共 の次男の

こ‡ だ った。 その彼 が特別 選手権

試合を次 の 日の午後4時 か らに決

あさせ た とい う。

その 日，毎週火曜 日の午後4時

とは，私の妻が管理す る ワ ー ド

部の初等協会がある時間なのであ

る。初等協会会長 という職には責

任が伴 う。その中の1つ は自ら模

範を示す ということである。 もち

ろん家族 も含めてである6

「デ ビッドは何をやりたいんだ

ね。」すでにわかりきって い るこ

とを私は尋ねた。

「フ ッ トボールをや り た い の

よ。」妻 はそ う言 うと，確信 し き

っ.た調子で 言葉 を続 けた。 「で も

デ ビッ ドは初等協会 に出なき ゃな

らないわ。 あなた話 して 下 さ い

な。」

妻 の固い決心 と息子 の 自由意志

の板 ばさみ にあい， とにか く私 は

息子 の部屋 に行 って静 かに話 して

み る ことに した。息子 は初 めおど

お ど してい たがや がて気持 を和 ら

げた。 しか し私が フ ッ トボ・一ルの

話 を持ち出す と再び緊張 の様子を

示 し始 めた。

・私 は， まず彼 がバプテ スマの水

を くぐった時 に交 わ した約束 の こ

とか ら話 を始 めた。彼 が聖典 にそ

らて次 のよ うに天父 に語 った こと

を話 したので ある。 「ぼ くは心 か

らイエス様 のみ名 を身 に受 け， イ

エ ス様が生活 したよ うに生活 した

い と思い ます。 そ うすれ ばイエス

様 の ところに行 けるか らです。そ

れ か ら， 重荷 を背負 って困 ってい

る人 を助 け，悲 しんでい る人には

}緒 に悲 しんで あげたい と思 いま

す。 そ して一生 懸命教会 の教 えを

守 って いきたい と思 い ます 。」

私 は続 けて，天父 が教会 の教 え

を守 って生活す る ことが簡単 な こ

とだ とは決 して言われ なかった こ

とを話 した。障害や対立が起 こら

ない とい うことはな く， またむず

か しい決定が全 くない とい うこと

で もない。逆 に我 々は我 々の問題

をイエス ・キ ゾス トが解 決 .された

よ うな方法 で解 決 しな ければな ら
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ないのであ る。それか ら私 は幾人

か の有 名な スポー ツ選 手の話を し

た。宗教上 の理 由か ら世 界選手権

試合 を放棄 した人 たちの ことであ

る。 ある入 は 日曜 日に試合 をす る ，

ことを拒み， あ る人 は伝道 に出 る

ために競技者 にな る道 を 断 念 し

た。私 はまた， チームへ の責任上

日曜 日や他の宗教的行事 のある 日

に試合 を行 ない，別 の時に それ の

埋あ合 わせ を しようと してい る人

もい ることをつけ加 えた。現状 を

正直 に伝 え るためで ある。

そ して私 は言 った。 「も し私の

提案が役 に立 つ と思、った ら，バプ

テスマの時 の約束 を思 い出 して祈

っ.てみた らどうだね。 お前 が決め

るんだ。 そ した らお父 さん もお母 刷

さん もお前 の決定 を尊重 しよう。」

彼 は長 い こと部屋 に入 ったき り

だ った。 そ して その晩 の彼 の祈 り

はいつ もの祈 りよ り幾分長 めだ っ

たよ うで ある。私 も彼 が正 しい決

断を下す ことがで きるよ うに祈 っ

た。妻 も私 と全 く同 じことを祈 っ

て いた。なぜ な ら， その時 の息子

のおかれた状況が，初等協会会長

うんぬ んとい うことよ り大切 な こ

とだ ったか らであ る。

だれかが腕をゆすぶ るの に目を

さます と， あた りは もう明 るか つ

た。デ ビ ツ ドだ つた。

「ぼ く
， もう決 めたよ。」

「どう決 めたんだね
。」 私 は尋

ねた。

「試合 に行 く前30分 と
，試合 が

終 わ って家へ帰 って か ら30分 ，聖
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典 を読む よ。」

「いいだ ろ う。」私 がそ う言 うと

彼 は部屋 を出て行 った。私 と妻 は

が っか りして何 も言 えなか った。

彼 は，妻が担 当の教師 に欠席 の

理 由を 説咀 レてい る間，新約聖書

を読 婆，.試合 に行 き，負 けて家へ

帰 り， また聖書 を読 んだ。

しか レ， それか ら数 ヵ月過 ぎた

ある 日，彼 は私 に こう言 ったので

ある。 「お父 さん。翠 く.7・ッ トボ

ール をやる 日をまちが っ だ と思

う。 お父 さんの言 うことが正 しか

った んだ。 ぼ くプ お父 さんがわか

っ.ているのにわ ざ とぼ くに選 ばせ

て くれた こ とが うれ しいんだ。今

度 か らまちがわ ないで決 め るね 。」

私 は後 に考えた6『毎 日の生活で

バプテ スマ は胃 体 どめよ うな意味：.

.晒 つのだろう妬 ㍗ 榊 締

に昂 て紳 勧 翻 導 緯 ギ・'

のような意味を持り聯 う妬 .
教会 と神権は，本当にヌポーッや

ダンスなどの娯楽 より大即奉のど

ろうか。何を最初に考えるべきな

のか。教会だろうか，それとも学

校だろうか。教会 とスポーツでは

どちらが優先す るだろうか。教会

と自分の兄弟姉妹ではどうだろう

か。教会 といろいろな楽 しみごと

ではどうだろう。

私は近頃，我々が人が思 うよ り

もっと頻繁にむずかしい決定を下

すように求められていることをは

っ.きり知ることができた。善 と悪，

白と黒といった判断よりも，善 と

善 または善でも悪でもないもの同

志の選択を迫 られ る場合が多いの

である。また，天父がすべての問

題を解決できるように常に明確な

解答をお与え下さると1さ限 らな

い。そうではな く，天交が教えて

下 さるのはあ らゆる問題に応用で

き，かつ指針 となる原則なのであ

る。

さらに私は，人がバプテスマに

ついて，また神権の誓詞と誓約に

ついて どのような見方をす るかに

よって困難な問題の解決方法にま

た神権や教会員 としての自分を考

える時に差異が生 じて くることを

信じている。

神権や教会という言葉は，我々

がそれ らを神のものやキ リス トの

もg)と 同じように，自分のものと

、して考える時に，ある意味でより.

深いものとなる。これを行な う方

1扶 は，我 々が真実であると判断す'

る源泉に常に接 し犠牲を捧げるこ

、とである。

r神権は子供を祝福する時
，聖餐

を祝福 し配 る時，病人を癒す時，

教師を任命す る時，そ してホーム

・ティーチングをす る時に意味深

いものとなる。ハロル ド・B・ リ

ー大管長は迷える者が道を見出す

のを助ける時，神権はさらに大い

なるものとなると語 っている。 こ

のように，・我々には完全な献 身と

.参加とが勧告されている。なぜな

ら，そのようにして こそ教会を自

らのものとすることができるから

である。

と

夢.
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小 さな友 だ ちへ

ロ バ ー ト ・L・ シ ン プ ソ ン

私 は子供 たちが神様 を信 じて い

る という ことを聞 ぐと，いつ もな

ん と神様 は私 たちの近 くにい らっ

しゃるのだろ うと思 い ます。

また子供 たちのお祈 りは，天 の

お とう様 は私 たちが長い お祈 りを

した りもったいぶ った言葉を使 う

のを望 んでいない とい う ことを私

に教 えて くれ ます。 私 あ孫 の リサ

は長 いお祈 りは しませ ん し，す ば

らしい言葉 も使 い ませ ん。で も私

は リサのお祈 りは神様 に聞 き とど

け られ， 神様 は それ に答 えて下 さ

ってい ると思 い ます。 なぜ な ら リ

サは天 の おとう様を愛 して いる し

天 のお とう様 も リサを愛 して い ら

っ しゃるか らです。

私が6才 の時 に， おかあさんは

カ リフォルニ アのサ ンタ ・モニ タ

に建 て られ る新 しい教会 の くわ入

れ式に私を連 れて行 って くれ ま し

た。 私た ちが着 いた とき， おかあ

さんは私が家族 と海へ行 く時 たい

て い持 ってい った小 さな シャベル

を持 って きてい たのに気 がつ きま

した。私 は礼拝 堂 の敷地 のど こか

を掘 るのを手伝 う ことがで きた ら

いいな あと願 ってい ま した。 その

最初 の 日に私 は自分 のシ ャベ ルを

使 って地面を掘 らせ て もらいま し

た。 私 は天の お とう様 のための教

会を建て るの を手伝 うことができ

たので，私 の信仰 はあつ くな りま

した。 なんて いい気持 だ った こと

で しょう。 私 の 心 に奉仕 と信仰

の種が うえつ け られ ま した。私 は

6才 の時 に持 って いた こ の 信 仰

と奉仕 したい とい う気持 をず っと

持 ちつづ けて いきたい と 思 い ま

す。

伝道 に出たい とい う私の子供 の

ころの夢 はその後実現 さ れ ま し

た。私 は遠 くニ ュー ジー ラン ドへ

召 され ま した。 そ こで私は最初に

マオ リ族 の人 々に会 い ま した。素

朴 で真 心があ って強い信仰 を持 っ

た彼 らは， とて も私 にうちとけて

くれま した。

私 の最初 の任務 の1つ はジ ュデ

ィア と呼ばれ るマオ リ部落へ行 く

ことで した。 そ こで は宣教師 は小

さな礼拝 堂の建物の 中で人 々を教

えてい ま した。そ こにい た時，私

はマオ リ語を学 ぶ こと に し ま し

た。毎 日私は天 のお とう様 に助け

て くだ さるように お祈 り し ま し

た。 す るとある 日私 はプ ライマ リ

ーの子供 た ちに囲 まれてい るのに

気 がついて驚 きま した。新 しい国

語を学ぶのを助 けて下 さい とい う

私 の祈 りは聞 き とどけ られていた

のです。そ して天 のおとう様 は私

を助 けるた めに これ らの子供た ち

を私 の ところへ送 るように，支部

長に霊感を与 えて いたのです。彼

らは何週間 もの間 どこにで もつい

て来て マオ リ語で話 し か け ま し

た。私 は彼 らが最初 に教 えて くれ

た この歌を いつ まで も忘 れる こと

はで きませ ん。

ヘ イ テ ィ ト テ ィ ト テ ヌ

ゲ ル メ テ

フイロ

テ カウ ペ ケ ル ンガ テ

マ フマ

カ カタ テ ク リ キ タナ

マ ヒ

パ イ

カ オマ テ リヒ メ ト フ。ヌ
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霧 懸羅 繰鯉響

鰹一
その言葉 は美 しいひび きを持 っ

てい ます。 で も新 しい宣教 師であ

る私に は意 味がわか りませ んで し

た。私 はそれ は古いマオ リ族の戦

いの歌 だ と思 い ま した。 私 は子供

た ちか らその意 味を教 えて も らっ

て驚 きま した。

「えい，や っつけ ろ，や っつ け

ろ，ね ことバ イオ リンを。 牛 は月

を飛 び こえた」……1

私は新 しい宣教 師にすば ら しい

祝福を与えて くれたニ ュー ジーラ

ン ドの子供達 にいつ もとて も感謝

してい ます。

ニ ュー ジー ラン ドの別の と ころ

で は宣教 師は毎 晩， あるマオ リ族

の家に泊 ま りま した。 そ こで はゆ

っ くり寝 る ことがで きま した。 そ

していつ もそ こに天の お とう様の

みたまが あることを知 ってい ま し

た。 この家族 には11人 の子供が い

ま した。 そ してみん なが こうたい

で家族 のお祈 りを しま した。子供

たちは この世 で もまた永遠で も神

権 の力 によって一 しょに住む ため

に， いつか神殿 に行 くことがで き

るよ うにいつ も心 か ら 祈 り ま し

た。 この家族 は とて も貧 しか った

のでおかあさんのために切符 を買
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えそ うもあ りませ んで した。 お と

うさん と11人 の子供 たちは8千 キ

ロ離れ たハ ワイ神殿 には るば る旅

行 しました。 しか しこの家族 の信

仰 は強 く，家族全 員のお祈 りをか

かす ことはあ りませ んで した。 そ

のよ うな祝福 は どうして得 られた

ので しょうか。2，3年 後 にデ ビ

ド・0・ マ ッケイ大管長 はニ ュー

ジー ラン ドに，ハ ワイへ旅行す る

のに十分 なお金 が どうして もない

小 さなマオ リ族 のいる ところか ら

80キ ロの範 囲以 内に新 しい神殿 を

建 て ると発表 した時， ニ ュー ジー

ラン ドにいた全部 の宣教師 は言葉

に言 い表わせ ないほ ど謙 そんにな

りま した。神様は不思議 な方法 で

偉大 なみわ ざを な さい ます。 強い

信仰を もつ人 々は必 ず天 の祝福 を

受 ける ことがで きます。

私たちの家族は， 自分の家で家

庭の夕べを開いてほ しいと招待 し

て くれた小 さな友だちのべ ッキー

を忘れることはないで しょう。た

とえ彼女のおとうさんが教会の会

員でないとしても，彼女はおとう

さんも家庭のタベをともにしてほ

しか った のです。彼女 は心 か らお

と うさん に教会 の会員 にな ってほ

しい と思 いま したQ

ベ ッキ ーのお とうさんは私 たち

が家庭 の夕べ に行 くこ.とを喜 んで

くれ ま した。私 たちは一 しょに楽

しく過 ご しま した。軽 い食事 やゲ

ー ムや家族 の祈 りによ って霊 的な

レ ッスンは続 け られ ま した。私 た

ちが おやすみ な さい と言 った時，

ベ ッキー は私を見上 げて， 「シン

プ ソン監督，私 のお願 いを聞いて

下 さい ますか」 とたず ねま した。

「もちろん」と私 は答 えま した。

「何で も言 って ご らん。」

「私の ため に私 のお とうさんに

バ プテスマを施 して下 さ い ま す

か 。」

子供 の希望 と信仰 に満 ちたその

た のみ は， お とうさんの心 を強 く

うちま した。 そ して2，3週 間後

お とうさんはバ プテスマを受 けま

した。 イエスが こう言 われたの も

当然 な ことです。 「よ く聞 きな さ

い。心を入れ かえて幼 な子 の よう

にな らなけれ ば，天 国 に入 ること

はで きないで あ ろ う。」(マ タイ

18：3)

1， イギ リスの子守歌 、



ら

9

彼 はす ぐに監 督 の家 へ 行 き， さっ き起 きた こ とを話 しま し

た。 「イ ンデ ィア ンは ほ ん と うに助 け が 必要 な ん で す 。 そ し

て彼 らは ぼ くが だ れ か を連 れ て もど るま で エ ライ ジ ャを 人 質

に して い ます 。」 ト ミー は き っぱ りと そ う言 い ま した。

マ ー レイ 監 督 は，静 か に ト ミー の言 う こ とを 聞 い て い ま し

た。 そ れ か ら彼 は ど う した らよ いか と考 え な が ら ト ミーを な

ぐさめ る よ う に肩 を だ き ま した。 「ブ リガ ム ・ヤ ング大 管 長

を見 つ け な けれ ば な らな い 。」 彼 はそ う決 心 しま した 。

「彼 は渡 し場 に い るか も しれ な い
。 君 は私 の馬 に乗 って で

き るだ け早 くそ こへ 行 って ほ しい。 そ の 間 に私 は この へ ん を

さ が して み よ う。」

渡 レ場 は そ こか ら19キ ロ離 れ て い た の で ト ミー は そ こま で

行 くの に1時 間 か か り ま した 。 彼 は そ こに着 く とブ リガ 呑 ・

ヤ ング が い るの を 見 つ けて ， さ っ き の出 来 事 を話 しま した。

「もち ろ ん
， イ ンデ るア ンを 助 け よ う。 で もま ず エ ラィ ジ

ャの こ とが心 配 だ 。君 はで き るだ け早 く彼 の と ころへ もど ら

な くて は い け な い 。君 の荷 馬 車 と マ ー レ イ監 督 φ荷 馬 車 を 引

いて 行 き な さい。 この2つ の荷 馬 車 は そ の ひ ど い傷 を負 った

人 を ウ ィ ンタ ー ・ク オー タ ーズ に運 ん で 来 る の に 十 分 だ ろ

う。 私 の家 で会 お う6」

マ ー レイ監 督 は ト ミー を 待 って い ま した。 彼 らは2台 の荷

馬 車 を引 いて エ ライ ジ ャ とイ ンデ ィ ア ンを 引 き取 りに行 き ま

した 。

彼 らが 小 さ な さ び しい キ ャ ン プ に来 た 時 ， エ ラ イ ジ ャは走

って 来 て ト ミー に話 し始 め ま した。 「まず 第 一 に イ ンデ ィア

ンは ぼ くが 逃 げ る ん じ ゃな い か って こわ が って い た よ。 で も

ぼ くが シ ャツ を ぬ い で そ れ を 小 川 の 水 にぬ ら して それ で ビ ッ

グ ・ヘ ッ ド酋 長 の頭 を 冷 や して あ げ た ら， ぼ くを 信 用 して く

れ た 」 と エ ライ.ジャが言 い ま した 。

「無 事 で よか っ た
。」 トミーが 言 い ま した 。

マ ー レ イ監 督 と若 い イ ンデ ィ ア ン ぽ ビ ッグ ・ヘ ッ ド酋 長 を

トミー の馬 車 の中 に連 れ て行 きま した 。 そ れ で トミー は ウ ィ

ンタ ー ・ク ォ ー タ ーズ に も ど り始 め ま した 。 ひ ど い けが を し

だ ほ 跡 の イ ンデ ィア ンは マ ー レイ監 督 の 荷 馬 車 に入 れ られ ま

した 。 残 りの イ ンデ ィア ンは荷 馬車 の わ きを 歩 いて 行 き ま し

た 。

荷 馬 車 が ブ リガ ム ・ヤ ング の家 に 着 い た 時 ， ま さ に 日が 沈

も うと して い ま した。 彼 は ま もな く， ・fンデ ィア ンの 酋 長 は

とて もひ ど い けが を して い るの で手 厚 い 看護 が 必 要 だ とわ か

りま した 。 彼 は ト ミー の方 に ふ り向 い て この よ うに言 い ま し

た 。 「おか あ さ ん の と ころ へ行 って ， ビ ッグ ・ヘ ッ ドを家 の

中 に入 れ て ， 彼 が よ くな るま で彼 の看 病 を して くれ る よ う言

っ来 て くれ な いだ ろ うか 。」
1ト

ミー は それ を 聞 く とま た た く間 に い な くな り ま した。 彼

は2，3分 後 おか あ さ ん と もど って来 ま した 。 おか あ さん は

「も ち ろ ん
， 私 は彼 の お世 話 を しま す わ 」 と言 い ま した。

]

ブ リガ ム ・ヤ ング はほ ほえ み なが ら言 い ま した。 「あ なた

は 悲 しむ こ とは あ りま せ ん 。 イ ンデ ィア ンは親 切 に して も ら

った こ とは 決 して忘 れ な い人 た ちで す 。」

何 週 間 も ト ミー とお か あ さん に は心 配 な 日 々が 続 き ま し

た。 ビ ッグ ・ヘ ッ ドの病 気 は とて も重 く， か た と き も 目 を離

す こ とは で きま せ ん で した 。 トミー と おか あ さ ん は ど ち らも

つ き っ き りで彼 の看 病 を しま した 。 そ して あ る 日急 に， ビ ッ

グ ・ヘ ッ ドは ベ ッ ドか ら起 き出 しま した 。 「私 ， ビ ッグ ・ヘ

ッ ドは よ くな った， これ か ら部族 の と こ ろへ 行 か な けれ ば な

らな い 。」

そ の夜 彼 は そ こに とど ま って い た イ ンデ ィ ア ン全 部 を 連 れ

て ウ ィ ンタ ー ・ク ォー ター ズ を 去 り ま した 。

こん な こ とが あ って か らあ る時 ， トミー はは ね 物 が で きで

ひ ど い病 気 に な りま した。 お か あ さん は よ くな らな いか も知

れ な い と思 い とて も心 配 しま した 。 と こ ろが 思 いが けな くビ

ッグ ・ヘ ッ ド酋 長 が ト ミー の家 の戸 口の と こ ろ に来 て ， ト ミ

ー の おか あ さん に セ イ ヨ ウ ワサ ビを さ しだ しま した
。 「これ

を せ ん じて 子 供 に飲 ませ な さい。 子 供 ， よ くな る 。」 お 礼 の

言 葉 も待 たず に， イ ンデ ィア ンは 向 きを か え る と， も と きた

道 を ひ き返 し， ま もな く姿 が 見 え な くな り ま した 。

セ ィ ヨウ ワサ ビの お か げ で， ト ミー の は れ 物 はな お り ま し

た 。 そ の後 ， は れ物 が で きて ひ どい か っ こ う に な った た くさ

ん の人 々 に， セ イ ヨ ウウ サ ビが与 え られ ま した 。 そ して そ の

人 た ち も命 を救 われ ま した。

「おか あ さ ん
， ビ ッグ ・ヘ ッ ド酋 長 は 恩 を忘 れ な か1った ん

だ ね 。」 と トミー はあ る 日た ず ね ま した。

おか あ さ ん は こた え ま し準。 「そ う よ， トミー。 私 準 ち も

決 して 忘 れ な い わ 。」

4塁9



ニ ュー ジ ー ラ ン ドか ら来 た

ヒ ラ リ ー ち ゃん

o

・ ②

@@

@⑰

。o

1

奮

旨

、.ノ

4

《 '

，纂 ン〆

低

紀

0

0

460



いか に し.て証 を得

持 ち続 けるか
「ジョセブ ・スミスは夢想的な少年であって，幻覚のとり

こになったのだ。彼の話に真実はない。」 これが 中学に通っ

ていた頃親友の1人 が私に語 った言葉です。1

彼の意見は，その前に交わした宗教についての会話に対す

る反応として発せ られたのです。その時私 は彼 に最初の示現

の話を詳 しく語 りました。友人は両親から与えられた図書館

の参考書で彼の意見を証明してみせました。物事は黒白それ

ぞれの面があり，公立図書館 とて同様です。たしかに13才の

少年の精神にとって，公立図書館にまさる信ずべきより所は

なかったことで しょう。

まるで今 まで愛 し信 じてきたすべてが危機にひんしたよう

で した。ほんの2年 前小学生の時にはとても単純で した。教

師たちは良い人たちで したし，私は彼 らの教えることを完全

に受け入れておりました。今まで私にとって極めて安全に，

きちんとしまってあった ものが，突然攻撃にさらされたので、

す。

遅かれ早かれ，こういった瞬間は末 日聖徒すべてにやって

来ます。子供の時の信仰と，他人の言葉に無条件に信頼を寄

せた日が色 あせ，回復されたイエス ・キリス トの福音が生 き

ているかどうかとい う自分自身の確信についてとって代わ ら

れるのです。

ブリガム ・ヤング大管長の副管長 ヒーバー ・C・ ギンボー

ルは，教会が重要な社会的論争で，また基本的な教義です ら

も攻撃を受ける日が来ることを予知 していました。彼は教会

の個々の会員にこう語 りました。

「……来たるべき困難に直面してあなた方自身でこの業が

真実であるとい う知識をもつことが必要であろう。その困難

とは自身の知識や証をもたない男女が転落するとい6た 性質

のものである6… …だれ しもが借 りものの光では存在 し得な

くなる時が来るであろう。あなた方おのおのが内なる光明に

よって導かれなくてはなるまい。 もしそれ を もたざるなら

ば，いかに存在 し得るであろうか。」(オ ルソン ・F・ ホイッ

トニー著 「ビーバー ・C・ キンボールの生涯」P.・450)

2，3年 前非常に勢いがあった 「神 は死んだ」という言葉

に対する反動としてジ全世界的に神についての探究が巻き返

されているように思われます。伝統的に教会では十代や若い

成人のバプテスマが他の年令層よりも多 くなっていますが，

最近ではこの傾向が もっと著 しくなっています。時によって

ロ バ ー ト・L・シ ン プ ゾ シ

は，新 しく改宗 した人びとは，生れた時からずっと教会の会

員であって，人生で最 も緊急を要する事柄をあたりまえのこ

ととして考えている大勢の若い人たちよりも教会についても

っとよく知っており，より強い証をのばしています。

この偉木な末日の堅固で変わらぬ証は， ワー ド部の監督会

や大祭司たちの手で備えられるのではありません。真実の証

はそれを築き上げるために努力する人々に神から与えられる

のです。14才 の少年が十分な理由があってこの天からの賜物

を開 くために選ばれました。彼の心はまだ固まっていません

で した。彼はよく教えを聞 く少年でした。彼は若 くて信仰心

がありました。・子供時代の信仰，rそれは成長ずるにつれてあ

まりにもレば レば，懐疑や疑いの生活たよって置き去 りにさ

れてレま勿 です魁 律 そめ信恥 保・ていまし#.柳

こう考えます。.若し}精神と心轄証の種をまき!楳 をはらぜ脊

てるための肥沃な土地となるのです。

証への探究は，ジゴセブ ・ス ミズの話が真実であるかどう

か，モルモン経が霊感による書物であるかどうか，またこの

教会が予言者によって導かれたものかどうかということがそ

の人にとって重大な関心事になる時にのみ始まります。こう

してのみ入は光明と真実の賓客 となることができるのです。

しか し，証を得て保つには努力が要求されます。強い望みと，

勉学と，正 しく生きるために必要な自己規制がな くては，質

問に対する解答は来そうにもありません。

私が十代の時は，いつも話 し合らている若者たちど全 く同

じようで した。彼 らはしばしば 「もし神がはっきりと知 らせ

て くれさえすれば，たしかに私は喜んで全生涯をその業のた

めに捧げるのだが」 と言います。 しか し奇蹟の上 にだけ建て

られた証は極めて浅いものであって，他の奇蹟がなければそ

れを永続させることはできません。懐疑論者にとってこのよ

うなものは，rヒーバー ・C・ キンボールが話 したような 「障・

害に対抗す るための最良の証を得る永遠の方法」ではありま

せん。

デビド・0・ マッケイ大管長でさえも十代の少年あ時，こ

の精神的な過程を経たのです。彼は少年の時ユタ州パンッビ

ルで一度だけこのみ業の真実きを試すために茂みのかたわ ら

でひざまずいたことがあると語 ってい牢す。

マッケィ大管長のその時の言葉を引用させて く.ださい6

「私は魂のすべてを神に注ぎ.情 熱のすべてをかけてひざ
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た。ちが う。何の変化もない。私はひざまず く前 とまった く

同 じ少年だ。予想 していた示現は来なかったのだ。

しか しなが ら，それは私が予期 したどは違 う方法でやって

来た。 『神の力の現われと天使の出現す らあったが，それが

ついに来た時，それは単に確信であった。証拠で は な か っ

た。』」(「人生の宝」F229-30)

天父と共に生 きる永遠の生命への近道はありません。知識

と諏 ま「規則に規則を加え，誠命にいましめを加えて」(教

義と聖約98：12)後 に来 るに違いありません。救い主は 「聖

典をさがせ」といわれ，そこで聖典が教えて くれる永遠の生

命について述べ次のように結んでお られます。 「……わたし

「……来たるべき困難に直面してあなた方自身で

この業が真実であるという知識をもつことが必要

であろう。その困難とは自身の知識や証をもたな

い男女が転落するとい った性質のものである。…

…だれしもが借 りものの光では存在 し得なくなる

時が来るであろう。あなた方おのおのが内なる光

明によって導かれな くてはなるまい。もしそれを

もたないならば，いかにして存在 し得るであろう

か。」

についてあか しするものである。」(ヨ ハネ5=39)

私が聖典 についての知識の深さに感嘆す る1人 のすばらし

い兄弟が，ある日モルモン経について論 じておりました。あ

る人が，どうすれば彼が持っているような聖典 についての知

識を容易に獲得することができるのだろうかとた ず ね ま し

た。

彼の答えは模範的で した。 「なぜ?そ れは簡単です。」彼

はこう説明 しま した。 「第1ペ ージか ら始め，2ペ ージに進

みさらに次にと進みなさい。」 第1ペ ージから始めようとす

る人はごく少ないのです。私は力説 します。永遠の生命への

近道はない。福音の原則を学ぶには，私たちは第1ペ ージか

ら始めなければなりません。それか ら第2ペ ージへと進み，

希望を持 って完全な知識を得るまで努力す るのです。

私たちが学ぶ聖典について，イエス・キリス トの福音は本筋

を外れないものであることを覚えておく必要があります。み

なさんもご承知のように，人間は聖典をその場その時の便宜

に適応させ，おそらくは一時的な都合に合 うように絶えず合

理化 しようとし続けて来た。 しか し主は末 日の啓示の中で言

っておられます。「これ らの誠命を しらべよ。そはこれらは真

実確かなる誠命 にして……。われ言いたる事は，われ言いた

るなり。われ言い逃れせず。」 主はあらゆる若 き末 日聖徒が

指針 とすべき注意で結んでお られます。 「……わが声にて言

わるるも，僕らの声にて言わるるもみな一つなり。」(教義 と

聖約1=37738)わ た したちが日々生きた予言者の導 きを受

ける機会があるのは，何と頼 もしいことではありませんか。

「イエスは彼 らに答えていわれた。 「わたしの教はわた し

自身の教ではな く，わた しをつかわされた方の教である。

神のみこころを行おうと思 う者であれば，だれで も，わた

しの語 っているこの教が神か らのものか，それ ともわたし自

身か ら出たものか，わかるであろう。』」(ヨ ハネ7：16-17)

伝道に出た宣教師はその生活に飛び込みすっか りひたりき

る決意をした時にだけ喜びと成功とを味わ うことができるで

しょう。世界中の若者たちが何 らかの方法で 「幸福」を経験

したいと願 っています。最近私はデゼ レト産業で身体障害者
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「神の力の現われと天使の出現すらあ ったが，

それがついに来た時， そ れ は 単に確信であ っ

た。証拠ではなかった。」

である従業員たちと並んで特別の目的で働き，幸福の経験を

したカルフォルニアの高校生のグループに会いました。1人

の青年が 「私はもう前と同 じではない」と言いました。

夏休みの間オース トラリアの執事定員会が彼 らの新 しい集

会場の建築に皆志願 して出ることを決めました。彼 らは今で

もそれを自分たちの集会場と言 っています。ソル トレーク市

のローレルのクラスは，夏の間の志願奉仕に近 くの病院を選

びました。彼女たちは延べ600時 間を他の人々のために捧げ

ました。夏の終 りの祈 り会の時，1人 の少女が言いま した。

「それは地上の天国のようで した」 と。

そ して，ユタ州のローガンの監督の青少年委員会は，ある

未亡人の家を修理する ことを決めました。1人 の青年が述べ

ました。 「私は彼女が泣 くのを見た時，即座にまことの幸福

への鍵 について気づいたのです。」少女が述べました。「今ま

で私は教師が教えて くれた 『父なる神のみまえに清 く汚れの

ない信心とは……(ヤ コブ1：27)」 の真の意味を少 し も知

りませんでした」と。

主のみこころをなす時，みたまの賜を通 して証の快い確信

を得た世界各地の若者たちについての例が，教会には幾百 と

なくあります。学ぶだけでは十分ではありません。自分自身

の行動を通 じてそれを取 り入れなければなりません。

「またこの記録を受ける時，それが真実なものかどうかを

キリス トの御名によって永遠の父なる神に問え。もし誠心誠

意でその上キリス トを信 じながら問うな らば，神は聖霊の力

によって この記録が確なものであることをあなたたちに示 し

た もうにちがいない。

そ して聖霊の力によって一切の事の真実であるかどうかが

あなたたちに解る。」(モ ロナ・f10：4-5)

聖句それ自体が人々を他のいかなる激励や励 ましよりも多

くモルモン経への証に導きました。断食 と祈 りとはすべての

予言者 によって魂を強め，天父 とのより良い交わりを得 るた

めに用いられた手段です。彼 らは皆そのようにして私たちを

激励 しま した。

すべての末 日聖徒 は自分で確固とした証……イエスがキリ

'ぎ

ス トで あ り， 生 きて い ま す 神 の 御 子 で あ り， ジ ョセ ブ ・ス ミ

スが 予 言 者 で あ り， 彼 を通 じて福 音 が 回 復 され ， 末 日聖 徒 イ

エ ス ・キ リス ト教 会 は 「… …全 地 の面 に 於 け る唯 一 の 真 に し

て生 命 あ り… … 。」(教 義 と聖 約1：30)… … を得 な け れ ば な

りませ ん。

だ れ で もが 主 の確 立 した も うた証 へ の 手1頂に 従 って 証 を獲

得 す る ことが で き ます 。 近 道 は あ りま せ ん 。 知 ろ う とす る意

欲 が 絶 対 不 可 欠 で す 。ま ず教 義 を 学 ぶ ことで す 。主 の み 心 を な

す こ とで す 。あ な た の 心 に清 い教 えが もた らされ るで し ょ う。

た び たび 祈 る こ とで道 が開 か れ ， す べ て が主 を通 して可 能 と

な るで し ょ う。 主 は言 っ て お られ ま す。 「… … わ た しか ら離

れ て は， あ な た方 は何 ・一 つ 出来 な い 。」(ヨ ハ ネ15：5)

あ なた が た の1人!人 が 自身 の証 を確 立 し続 け る こ とが で

き ます よ う に， 借 り もの の光 は将 来 の 出来 事 に直 面 した 時，

十 分 で は な い ので す か ら。
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い か ・に 礼 拝 す べ き か

七十人最高評議員会会員

ブル ー ス ・R・ マ ッコ ンキー

私は正 しい礼拝のしかたについて平 、

易で，はっきりした助言をしたいと思 ・

う。礼拝のしかたについては多分世界.
一中の他ρどの分野に於ける事柄につい.、

てより以上に多 くの間違った言い伝え ・

や誤 りがある6.し かしなが ら我々がだ

れをどの様にして礼拝すべ きかと言 う一

ことより大切なことは他にない。

主が人類を創造 され，そして彼 らを

地上に置かれた時，主は彼 らに唯一の

生けるまことの神である主を愛し，主

に仕えること，そして主は彼 らが礼拝

すべき唯一のものであるとい う戒めを

与えられた。(教 義と聖約20：19)

イ午スは， 「主なるあなたの神を拝

し，ただ神にのみ仕えよ」(ル カ伝4

：8)と 言われ，このことがすべての

戒めの中で最も基本的なものであるこ

とを確証された。そしてすべての時代

のすべての予言者たちの不 断 の 叫 び

は， 「さあ， われらは拝み， ひ れ 伏

し，われ らの造 り主，主のみ前にひざ

まずこう。主はわれ らの神であり，わ

れらはその牧の民，そのみ手の羊であ

る。」(詩篇95：6-7)と いうことな

のである。

永遠の父の霊の子 として，我々は主

の戒めを守るかどうか，そして主のみ

前に帰 り，主の様になるのに価する行

ないをするかどうかの試 しを受けるた

めに地上に送 られたのである。

また主は我々の心に礼拝を し，救い

を求め，権力や我々より偉大なものを

愛 レ，「それに仕えたいという本能的な

、・欲 求を うえづけ旗。礼拝は絶対的なも

1.のであるb

周 題1さ人々が礼拝するかどうかでは

、ごな1ぐ1.だれが1ま たは何が彼 らの信仰

の対象 となるかであり，そしていかに

して彼 らの神を信仰する様になるかと

いうことである。

ヤコブの井戸でサマリヤの女がイエ

スに次の様に語 った。 「私達の先祖は

この山で礼拝をしたのですが，あなた

がたは礼拝すべき場所 はエルサレムに

あると言 っています。」 これに対 して

主は次のように答えてお られる。 「女

よ，わた しの習 うことを信 じなさい。

あなたがたが， この山でも，またエル

サレムでもない所で，父を礼拝する時

が来る。あなたがたは自分の知 らない

ものを拝んでいるが，わたしたちは知

っているかたを礼拝 している。救いは

ユダヤ人か ら来るか らである。しか し，

まことの礼拝をする者たちが，霊 とま

こととをもって父を礼拝す る時 が 来

る。そうだ今きている。父は， このよ

うな礼拝をする者たちを求めておられ

るか らである。なぜなら，神はそのよ

うな者たちにそのみたまを約束された

か らである。そレて父を礼拝する者た

ちは霊とまこととをもって礼拝すべき

である。」(霊 感訳 ヨハネ4：22-26)

この様に我々の目的はまことの生け

る神を礼拝ずることであり，そ してそ

れをみたまの力 と神が定めた方法で行

なうことである。まことの神への認 め

られた礼拝は我々を救いへ と導いて く

れる。いつわりの神々への信仰や永遠

の真実に基づかない信仰はその様な保

証を してはくれない。

まことの知識 は本 当の礼拝にとって

必要欠 くべか らざるものである。我々 『

は神が我々の父であり，その姿に似せ

て我々がつ くられた最 も高貴で完全な

方であり，人類の罪のあがないのため
e

に最愛の息子を この世にお送 りになり

救いはキリス峯においてなされ，そし

てキリス トはこの世に対す る神の啓示

であ り，またキリス トとその霊の律法

はこの世において彼を代表する予言者

と十二使徒に与えられ る啓示によっ、て

のみ知 らされるということも学ばなけ

ればならない。

いつわ りの神を礼拝 しても救いはな

い。ある人がたとえいかに誠実にまた

真剣に神は黄金の子牛であると信 じて

も，あるいは神は実体のないものであ

り，すべてのものの中に存在する力で

あると信 じたとしても，それは本当の

礼拝 とは何の関係 もないのである。そ

の様なものや，あるいはそのような概

、念を礼拝することには救い の力 は諏
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い。ある入々は偶像や権力やまた法律

が神だと心か ら信ずるかも しれ な い

が， このような考えに対す るいかなる

量の信仰 も不滅や永遠の生命へ と導 く

力を決 して与えはしないであろう。

もしある人が牛かワニを礼拝するな

らば，彼 はその牛やワニがたまたまち

ょうど良い時期に配るめぐみを受ける

かもしれない。 しか しそれは永遠の報

いではないのである。

もし人が宇宙の律法や自然の力を礼

拝するとしても，地球は回転 し続け，

太陽は輝 き続け，そ して雨は正 しい人

々の上にも，また不正の人々の上にも

降 ることは疑いのないところである。

しかしもし彼がみたまと真実 とを も

ってまことの生ける神を礼拝するなら

ば全能の神は聖霊をお与えになり，そ

の人は死者を復活 させ，山を動か し，

天使の訪問を受け，そ して天の道を歩

.む力を受けるであろう。

さてそれでは生 きて支配 し，そ して

実在する神にいかに我 々の信仰を捧げ

るべきかについてみてみよう。 まこと

の礼拝についての鍵は1833年 にジョセ

ブ ・スミスに与えられた啓示に含まれ

ている。その中で主は新たに昔の十二

使徒の証を語 られた。

この記録は，キ リス トが始めは神と

共にましまし，世の瞭い主，世の光 と

命，そして父なる神の独 り子 としてこ

の世に降臨 .して肉体を受けられた方で

あり， しかも 「最初に完きを受けず し

て恩恵に恩恵を加えられ」て御父の完

き栄光を受け，また .「天地両つながら

に於けるあらゆる権能を受け」 られた

ので， 「御父の栄光」が共にあること

を証明 している。

それか ら主は言われた。 「われこれ

らのことばを汝 らに告 ぐるは，汝 らわ

が言うところを聞きて礼拝の方法を覚

りて知 り，礼拝するものを知 り，か く

してわが名によりて御父に来 り，而 し

て時至 りて御父の完 きを受けんがため

なり。

もし汝 らわが誠命を守 らば，御父の

完きを受け，わが御父に於ける如 く，

汝 らわれにありて栄を得べし。 この故

に汝 らに告 ぐ，汝 ら恩恵に恩恵を加え

られるべ し， と。」(教義 と聖約93：19

-20)

言い換えるならば，真実の完全な礼

拝は神の子イエスの足跡をたどること

にあり，神の戒めを守 り，さらにキリ

ス トが神においてそうあられた様に我

々が恩恵についで恩恵を受け，ついに

キリス トにおいて栄光を受けるように

神の意志に従 うことにあるのである。

それは単なる祈 りや，説教や，讃美

歌をはるかに超えたものである。それ

は生活することであり，行なうことで

あり，そ して従 うことである。それは

また偉大な模範であるイエスにならう

ことにほかならない。

この原則とともに神にとって好まし

い神聖な礼拝を1つ1つ 説明 しよう。

主を礼拝することは主に従 うことで

あり，主の面を見ることであり，教義

を信ずることであり，主の思いをおし

はかることである。

それは主の道を歩むことであり，キ

リス トがなされたようにバプテスマを

受けることであり，神の言われた王国

の福音を説 くことであり，主が行なわ

れたように病める者を勇気づけ，死者

を復活させることである。

主を礼拝することは，最初に我々の

生命に主の主国のものを入れることで

あり，神の口から出る一つ一つの言葉

で生き，我々の心をキリス トとキ リス

トによりもたらされる救いに合わせる

ことである。

それは主が光にあるように光の中を

歩む ことであり，主の望まれるままに

また主がなされるであろうように物事

をなす ことである。そして主のごとく

なることである。

主を礼拝することは聖霊 と共に歩む

、ことであり，肉欲を超越することであ

り，情欲をおさえることであり，そし

て(イ エスのように)世 に勝つことで

ある。

それは什分の一を払い，捧げ物をす

ることであり，我々に保護を託されだ

ものを保護する時に，賢い執事の役目

を果たす ことであり，我々の才能と富

とをもって真理を広め，主の王国を築

くことである。

主を礼拝することは神殿で結婚する

ことであり，子供を持つことであり，

子供に福音を伝えることであり，そし

て彼 らを光明と真理の中で育てること

である。

それは家族の単位を完成させること

であり，父母を敬 うことであり，』真心

をもって妻を愛 し他のなにものにも固

執 しないことである。主を礼拝するこ

とは未亡人の家族を困っている時に訪

問 し，さらに我々自身を世の汚れか ら

守ることである。

それは福祉の業を行なうことであり

病 める入々に癒 しの儀式を行なうこと

であり，伝道に行 くことであり，ホー

ム ・ティーチングに行き，また家庭の

夕べを開 くことである。

主を礼拝することは福音を学び，光

と真実とを貯え，神の王国の物事を我

々の心で考 え，それ らを我々の生活の

一部にすることである
。

それは誠心誠意祈 ることであり，聖

霊の力によって説教することであり，

感謝 と賛美の歌を歌 うことである。

主を礼拝することは働 く こ とで あ

り，つとめて善 き業に従い，神のなせ

ることに従事することであり，そして

我々の仲間を愛 し，奉仕することであ

る。

それはうえた人々に食を与えること

であり，裸の者に服を与えることであ

り，悲 しむ人をな ぐさめる こ とで あ

り，人々を奮いたたせ，弱いひざを強

くすることである。

主を礼拝す ることは真実と正義のた

めに勇敢に立つことであり，我々の良

き影響を市民，文化，.教育，政治の分
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野に与え，そ してこの世(地上の)に お

ける神の目的をさらに促進させる主の

律法や主義を支持することである。

主を礼拝することは元気を出し，勇

気を持ち，勇敢であり，神より与えら

れた罪の意識を持つ勇気を持つことで

ありそして信仰を持つ ことである。

それは1万 を1万 倍する こ と で あ

る。 そ れ は神の戒めを守 ることであ

る。それはすべその福音のすべての律

法に生 きることである。

主を礼拝することは神か ら 「あなた

を私と同 じにしてあげようゴ と言 う祝

福された保証を得るまでキリス トと同

じようであることである。

これ らは完全な主義なのである。我

々が心の中でそれらを良 く考える時，

きっとますますその真実性を理解する

であろうと思 う。

真実で完全な礼拝は実は人間の最高

の仕事であり，また目的でもある。神

は我々が我々のたましいに炎 の ペ ン

で ， 「主 な るあ な た の神 を拝 し， た だ

神 に の み仕 え よ 」(ル カ4：8)

と言 う主 イ エ ス の命 令 を 書 くこ とを認

め， ま た我 々 は 実 際 に ， そ して行 動 を

通 して霊 とま こ とを も って 主 を 礼 拝 す

る こ と， そ して そ れ に よ って 現 世 の生

命 ， さ らに 来 た るべ き神 の 国 の永 遠 の

生 命 に 平 安 を 得 る こ とを お認 め に な る

の で あ る。

主 イ エ ス ・キ リス トの み名 に よ り，

ア ー メ ンo

一 第141回 半期総大会における説教より一

教 師 と
.は

七十人最高評議員会会員

ポ ー ル ・H・ ダ ン

兄弟姉妹，我々はこの偉大な大会で

学ぶところのものが大いにあった。そ

して私は教えるということと偉大な教

師についてよく考えてきた。昨夜マリ

オン.・D・ ハンクス長老は，人の心に

深い影響を与えて亡 くなったいとこの

〔アイバ ン〕フレイム兄弟について話

し，私たちの注目をひいた。彼の葬儀

に際 して捧げ られた大いなる賞賛の1

つは，すべての少年が彼の人生を模範

にすべきだということであったと長老

は述べた。

私はそのことについて考えた。そ し

て私の人生の中に彼のような人がいる

ことについて再度神に感謝 した。

彼は78才 で，人生の過渡期にあ り将

来を嘱望 される我々6人 の祭司の指導

教師であった。名前をチャールズ・B・

スチュワー トといった。彼の息子が今

日ここに偉大なタ～ミナクル聖歌隊隊長

として来ておられる。

私はあなた方が16才 の時に78才 の老

人をどのように考えるかはわか らない

が，私たちは彼が文字通 りモーセの再

来のまうであると思ったので， この監

督の知恵に対 して疑問を抱いたのであ

る。

ハリウッドワー ド部の今 に も倒 れ

そうな古い2階 のクラスに初めて出席

した日のことを私は覚えている。そこ

であの親切でやさしい人が私を迎えて

くれたのである。彼は他の少年たちに

もしたように，私の手をと っ て言 っ

た。

「君はハロル ド・ダンの息子だね」

「はい，そうです」

彼は少しばかり私 と私の家族につい

て話 し，私 について大きな個人的興味

を示 した。それか ら彼はこう語った。

「ボー～レ，このクラスのメンバーにな

るた めの 資 格 の1つ は， 毎 日1つ 人 生

に役 立 つ 言 葉 を覚 え る こ とだ。 何 か覚

えて い るか ね 。」

さて 私 は何 年 もそ の よ うな こ とな ど

考 え てみ た こ とは な か っ元 。彼 は私 を

知 っ て こ う言 った 。 「1つ 教 え て上 げ

よ う。 注 意 して 聞 きな さい 。r注 意 は

記 憶 の母 で あ る。』 さ.あ復 唱 して ご ら

ん 。」 そ こで私 は繰 り返 し， 完 全 に復

唱 で きた 。彼 は私 に ク ラ ス に入 る こ と

を許 して くれ た 。

す ば ら しい ク ラ スで あ っ た。 それ が

終 り私 が 去 ろ うと した 時 ， 彼 が ま た言

った 。 「君 に い うのを 忘 れ て い た。 家

へ帰 る前 に君 は も う.1つ 新 ら しい言 葉

を言 わ な けれ ば な らな い の だ よ 。」

「家 へ 帰 る の は よ そ う
。 も う何 も思 い

つ か な い 。」 私 は そ う思 っ た。 そ こで

彼 は言 っ た。

「さ あ
， よ く注 意 して 聞 きな さ い。 私
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が1つ 教えるからいつも覚えておくん

だよ。 『偽 りを しようとする時，私た

ちはなんともつれた布を織ることだろ

う』私はこの言葉を決 して忘れはしな

い。」 ・

!週 間たち，我々は同 じような経験.

、をした。私は依然として新 しい言葉が

考えつかなかった。彼 は言った。 「よ

く気をつけて聞きなさい。 『私たちの

責任を鼓舞 し，罪を警告するためにい

つもささやきかける奇妙な小さな声が

ある。不思議なことにそれは音を出す

わけでも言葉を話すわけで も な い の

に，ひとりでに聞こえて くるのだ。』」

この言葉を私は決 して忘れない。

私は家へ帰 りかけたが，私が他の言

葉を引用 しない限 り彼は家へ帰 して く

れないことに気づいた。だまっている

.私に彼はこう言った。 「よ く聞きなさ

い。 「賢い年とったふ くろうがかしの

木 に座っていた。長 く座っていればい

るほどしゃべ らなくなった。'しゃべら

なくなればなるほどヲ彼は聞いた」ポ

ールよ，君 はこの賢い年とったふ くろ

うのようになれるん じゃな い だ ろ う

か。」

このことを私 はずっと考えていた。

また1週 間がた.ち，もう1つ の偉大な

言葉を学んだ。 「若者よ，覚えておき

なさい。手本 というものは，人に借 り

たいと思わせる柔和な光を注 ぐ。だか

らきょうはまず 自分 自身を進歩させな

さい。それからあすはあな た の友 人

を。」 私は この言葉 も忘れることはな

いo

時は惜 しみなく流れ る。2年 の後，

私は国を守るだめの戦闘部隊の中にい

た。私は沖縄島にいたのである。そこ

でスチュワー ト夫人からの便 りに接 し

私の親切な友人であ「り助言者であった

入の死去を知 らされた。そめ手紙の中

にスチゴラ÷ ト兄弟か ら私へあてた書

きかけの手紙が同封 してあった。.、

彼はこう書いている。 「愛するポー

ルよ，はるか離れた国にいて，勇気を .

失い，'意気消沈 しているであろう君(わ

ことをいつも思らています。'そこで君

の精神を確立するために珠玉のような

言葉を紹介 しましょう。」 そこに はま

だ聞いたことのない25の言葉が書かれ

ていた。私は，それ らを決 して忘れな

い。

我々のことを心配 して くれる人，フ

レイムやスチュワー トのような人につ

いて神に感謝を捧げる。それ以来私は

善に向かって私に影響を与えて くれた

このような教師たちを5人 も数えるこ

とができる。ハンクス長老の話に私は

共感を覚える。あらゆる少年たちの人

生に，.スチュワー ト兄弟とフレイム兄

弟がいるべきなのである。、

教師とは何か。教師は予 言 者 で あ

る。明日への基礎を置 く人であ る。

教師は芸術家である。彼は貴重な人

間に個性の花を開かせる。

教師は友人である。彼は自分の生徒

たちの信頼 と献身に応える。

教師は市民である。彼は社会の進歩

のために選ばれ認可されている。

・教師は通訳である。彼は自身の円熟

した広い生活を通 じて若者を案内しよ

うとつとめる。

教師は建築家である。彼は文明のよ

り高 く秀れた価値を目ざして働 く。

教師は教養の担 い手である。彼はよ

り価値のある趣味，分別のある態度，：

優雅なマナー，より高い知 性 へ と導

く。

教師は立案者である。彼 は彼の前に

ある若者たちの人生を，正義の光の中

でより強 く成長 してい く偉大な体系の

一部 と見 る。

教師は開拓者である。彼 は常に不可

能なことをよ く研究 して試み，普通そ

れに勝つことができる。

，教師は改革者である。彼は人生を弱

め滅ぼすような障害を改善 しようと努

める。.、

・1教師は信ず る者である。彼は神に永、

遠の信仰をもち人類の進歩を信 じで》や

る。 「教 育 に は明 らか に2つ の ものが.

あ る。1つ は ど の よ うに して 生 計 をた

て るか を 教 え， も う1つ は いか に して

生 き る か を教 え る。」 ジ ェイ ムス ・T・

プ ダ ム ス は そ う言 って い る。

我 々 は人 に いか に生 き るか を教 え る

た め に働 いて い る ので あ る。

エ ル バ ー ト ・バ バ ー ドは次 の よ うに

語 った 。 「あ なた 方 はだ れ に も何 ご と

も教 え る こ と はで き ない 。 た だ 彼 が 自

分 自身 を 見 出 す の を 助 け る だ け で あ

る 。」

これ が救 い主 の み こ こ ろ な の で あ

る。 主 は我 々 が 守 る こ と に よ って そ れ

ぞ れ の 問題 を解 決 し得 る聖 な る原 則 を

教 え られ た。 救 い主 は教 師 と して類 ま

れ な お方 で あ る。

しば ら くの 間 ， ル カの福 音 書 第15章

を考 え て み る こ とに しよ う。 偉 大 な る

教 師 が ， 我 々 の よ く直 面 す る問題 の解

決 方 法 を教 え て お られ る。 大 勢 の 群

衆 ， 取 税 人 ， 罪 人 た ち， パ リサ イ人 ，

ザ ドカ イ人 た ち が主 の近 くに寄 って来

た時 ， 主 が 彼 らに この た とえ話 を され

た こと をル カは記 して い る。 「あ な だ

が たの うち に， 百 匹 の羊 を持 って い る

者 が い た とす る。 そ の一 匹 が い な くな

った ら， 九 十 九 匹 を野 原 に残 して お い

て …・… 捜 し歩 か な いで あ ろ うか 。」

そ れ か ら主 は そ の羊 が 見 つ か っ た時

の喜 ば しい 瞬 間 につ いて 話 され た。 そ

して す ぐ息 もつ か せ ず 次 の た と え話 を1.

され た 。 「また ， あ る女 が 銀 貨 十 枚 を

持 って いて ， も しそ の一 枚 を な く した ・

とす れ ば ， 彼 女 は あか りを つ けて 家 中

を掃 き， そ れ を 見 つ け る まで は注 意深

く捜 さな い で あ ろ うか 。 そ して ， 見 つ

け た な ら女 友 だ ちや 近 所 の 女 たち を呼

び集 め て ， 『わ た しと一 緒 に喜 ん で く

だ さ い。 な く した銀 貨 が 見 つ か りま し

た か ら』 と言 うで あ ろ う 。」(ル カ15：`

4，8-9)

そ れ か ら最 も よく 知 られ 払 か の放

蕩 息 子 の話 を な さ った 。.「あ る人に ふ

た りの む す こが あ6た 』 弟 が 父親 に言
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った。 『父よ，あなたの財産のうちで

私がいただ く分を ぐださい』」そ こで

その息子が自分の気ままにその財産を

どのように放蕩 に使い果 して しまった

かを私たちは知っている。(ル カ15：

11-32参 照)

私 はいわゆる教師として，なぜ主は

失われた物について3つ も0た とえ話

をされ時間を費やされたのであろうか

とよくいぶかったものである。ある日

それをようや く理解す.るこ と が で き

た。人々はさまざまな方面で道を失っ

ている。このルカの偉大な章の中で，

私たちは彼 らを立ち直 らせるために主

がどのように忠告 して くださっている

かに気づ くのである。

次のように考えることをお許 しいた

だきたい。救い主はこのたとえ話をも

う一度私たちに教えてくださるとすれ

ば，次のように言われるであろう。「

「かの羊(あ るいは失われた人)は
，

生まれつきにしても選択によるとして

も，本質的には罪人ではない。ただ羊

と同じように，何が重要かということ

について混乱 しているのである。言い

換えれば，彼 らは価値を置き違えたの

である。」 私は救い主が クラスの教師

に対 し，また助言者に対 し次のように

言われるであろうと確言 しでいる。

「もしこのような人間をもとに戻そう

とするならば，彼が今選ぶものにより

高い価値を置きなさい。」家族，奉仕，

それに兄弟愛は皆今 日の羊のための緑

の牧場なのである。

養 うことは彼 らを家へ連れ戻すこと

になる。

次に，主は失われた銀貨について話

された。

この大会では失われた貨幣一若者た

ちについて話 し合われた。 この偉大な

教訓あふれるたとえ話の中の女のよう

に，値知れぬ宝石を指の間からむな し

くとり落 としてしまった責任のある人

がいる。確 かに私たちはこのようなも

のを取 り戻すのに羊1こするような方法
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はとらないであろう。主}まおおせにな

る。.愛情と配慮そして思いやりとが失

われた貨幣(あ るいは人びと)を 取 り

戻す方法であると。

それか らかの放蕩息子についての偉

大なたとえ話であるが，そこで救い主

は自分の意志で道を誤った人のことを

述べ られ，次の言葉でこの話をしめく

くられた。 「そこで彼(放 蕩息子)は

、本心に立ちかえって言った。r父 のと

ころには食物のあり余っている雇人が

大ぜいいる……」」(ル カ15：17)

自由意志で道を誤った人々がいる。

このような人々を立ち直 らせるために

は，ただ我々の胸と教会の戸 を 開 い

て，彼 らが待ち望まれていることを知

らせる.以外に多 くをすることはできな

い。 ここで必要となるのが教師であり

助言者であるのである。 しかし注意 し

てほしい。彼は本心に立ち返ったので

ある。彼は悔やみ，許 しを請い願い家

に帰ってきたのである。大勢の人はこ

の放蕩息子のようではないだろうか。

結論を言わせていただければ，これ

は確かな福音なのである。我々は世界

で一番幸福な者 とならなければならな

い。イエス ・キリス トの福音は偉大な

ものを築きあげる力である。それは私

たちにいつ も幸福でほほ笑みをたたえ

ているように教えてくれる。 しかし時

として私たちは，単純な事柄が大いな

る意味を持っていることを無視 して し

まいがちである。多 くの人は近代社会

の生活に追いま くられて， 真 の友 情

と，福音がもたらす，いやほほ笑みで

す らもたらすことのできる暖かさを知

らない。

私の知人の1.人 がしかめっ面をしな

が ら街を歩いている人に気づいて言 っ

た。 「あの人はまるでレモン ・ジュー

スとインド漬けのきゅうりの上に捨て

られて しまったかのようだ。」

私はまた，演説をしている人に聞き

入っていた母娘がいてその娘が母親に

「あの人 は幸せ じゃないのね」と言い，

それに答えて母親が 「そうで し ょ う

ね」と答え，娘がさらに 「どうしてあ

の人は自分の困っていることを話さな

いのか しら」 と言 ったのを聞いた。

私 は思 う。天父がもし私たちのだれ

かが世の中で人と人 との結びつきをお

さえたり，他人 と分ち合おうとするの

をはばむ ものがあるといった表情をし

た ら，さぞが っか りなさるだろう。イ

エス ・キリス トの福音の意味と目的は

私にとってよろこびと幸福，平和 と満

足とをもたらす ものなのである。

我々は皆蘭題をかかえている。世界

は問題に病み疲れている。 しかし標準

聖典にある聖なる言葉の中には，私た

ちが直面 している問題ρ解決方法があ

る。神のみ言葉を知 ることによって世

界を勇気づけようではないか。

新約聖書の中には他 に私たちに他の

人々を助ける方法を教えて くれるたと

え話がある。その聖句を探 しなさい。

永遠の生命への道をそこに発見するだ

ろうから。

私の証は福音がまことのものであっ

て生 きていることである。

「私は乞食に金貨を与えた。彼はそ

の金 貨 を使い果た し，またやって来

た。何度 も，何度 も，前 と同様 にこご

え飢えて。

私は彼に思考を与えた。私の思考の

中の思考を。

彼は己れ自身に立ち帰った。人間に

この上ない，天与の生命をもった人間

に。

食物を与えられ，衣服を着せ られ，

福音を頭 に宿 して，もはや物乞いなど

二度 としない。」

(作者不明 「真のお くりもの」より

引用)

これがイエス ・キリス トの福音なの

である。私はイエス ・キリス トのみ名

によって，心か らこの証を終る。

ア ー メ ンo



1ヨ本 伝 道 部 長 メ ッセ ー ジ

証 を育 て活 発 に奉仕 しま しょう

私 た ちが 日本 に来 て か ら も う1年 以 上 に な りま す 。 この短

い 時 間 に ，私 た ちは め ざ ま しい進 歩 を見 て き ま した 。数 多 く

の 人 が改 宗 し，教 会 の い ろ い ろ な プ ログ ラ ムに 参 加 した 人 々

は 霊 的 に非 常 な 進 歩 を とげ ま した 。 多 くの人 が これ ま で に こ

ん な幸 福 を 味 わ った こ と はな い と言 って ， 会 員 に な った喜 び

を言 い表 わ して い ま す 。 会 員 が 盛 ん に活 動 し， 信 仰 と証 を強

くす るに つ れ て ， 個 性 は開 花 し， 生 活 は豊 か に な って， 地 域

社 会 に お い て も良 い市 民 にな って い き ます 。 会 員 の前 に は生

活 が大 き く開 け て き ます の で ， 永 久 に手 が 届 か な い と思 って

い た高 価 な贈 り物 を教 会 が もた ら して くれ た こと が だ ん だ ん

わ か っ て き ま す。 この贈 り物 と は， 現 世 の生 活 を平 和 に暮

らせ る こ と と， 来 世 で 永 遠 の 生 命 が 得 られ る と い う確 信 で

す 。

教 会 の た め に は何 で も喜 ん で した い 。 福 音 の た め に は何 で

も犠 牲 に した い と感 じま す 。 これ が 改 宗 の も た らす 力 で す。

開 拓 者 が大 平 原 を横 断 し，砂 漠 を 征服 した の は， この よ うな

信 仰 に よ っ た の で す。

多 くの人 が 今 この す ば ら しい思 い を 持 って い ます 。 さ らに

も っ と多 くの人 が この喜 び を 味 わ い ， 幸 福 に な る ことで し ょ

う。 しか し， 一 部 に 力 の 限 りを尽 く して主 に仕 え るつ も りの

な い人 が い ます 。 ま た全 然 奉 仕 して い な い 人 も い ます 。 福 音

に 対 す る証 は な くな り得 る もの で す。 証 は 絶 え ず 育 て る必 要

が あ り ます 。 証 は私 た ち の活 動 状 況 に応 じて強 くな った り弱

くな った り します 。 私 た ちが 証 を育 て るた め に しな けれ ば な

らな い こ とを ほん の2，3あ げて も次 の よ うな もの が あ り ま

す.だ れ が 指導 者 に な って も指 導 者 を愛 し， 支 持 す る こ と。

絶 え ず 天 父 な る神 に祈 りを 捧 げ ， 神 に近 くあ る こ と。 什 分 の

一 と捧 げ物 を納 め ， 安 息 日を 守 る こと， な ど。

私 た ちの た め に命 を 失 い， ゲ ッセ マ ネで 血 の汗 を 流 され た

主 ， ま た 十字 架 上 で 非 常 な苦 しみ に あ い， 「わ れ神 ， す な わ

ちす べ て の最 も大 い な る者 な りと い え ど も痛 苦 の た め に身 を

ふ るわせ 」 た と言 わ れ た 主 は， 上 記 の よ うに戒 め を守 る人 を

ど う思 わ れ るで し ょ うか 。

ト モ ス エ ・ ア ポ

私 た ち は皆 神 の王 国建 設 を 助 け るよ うに 召 さ れ て い ま す。

神 の 王 国 を 建 設 す る に は， 神 のす べ て の戒 め に従 わ な け れば

な りま せ ん 。 神 は この よ うに求 め て お られ ます 。 「も しあ な

た が た が わ た しを 愛 す る な らば， わ た しの い ま しめ を守 るべ

きで あ る」 私 た ち は また いつ も自分 に帰 っ て くる報 い を考 え

る こ とな くほか の 人 を 助 け な けれ ば な りませ ん。

「自分 の 命 を 得 て い る者 ・は それ を失 う」 とい う言 葉 は これ

ま で に 言 わ れ た どん な言 葉 に も増 して 真 実 です 。 これ は教 会

に お け る奉 仕 に 当て はめ て 言 う ことが で き ま す 。 同様 に，

「わ た しの た め に 自分 の 命 を 失
って い る者 は， それ を得 るで

あ ろ う」 とい う言 葉 も真 実 で す 。

主 の 目か ら見 る時 ， 無 私 の 奉 仕 は進 歩 の鍵 と な る も の で

す。 私 た ちの 好 きな讃 美歌 の歌 詞 に も， 「天 の恵 み の い け に

え … …」(144番)と い う言 葉 が あ ります 。 主 のみ 業 に雄 々 し

く仕 え る者 だ け が 主 の 最 高 の 報 い を 受 け る(教 義 と聖 約76：

78-79)こ とを読 み，主 が善 き業 に従 い，多 くの こと を そ の 自

由意 志 に よ りて 為 す(教 義 と聖 約58)よ う， 勧 告 して お られ

る こ とを 知 れ ば， 「これ を す れ ば どん な得 に な るだ ろ うか 」

と い う こ と しか考 え な い人 が 受 け る分 はす ぐわ か ります 。

神 が あ な た が た を祝 福 した も うて ， 天 父 な る神 に仕 え て は

じめ て本 当 の喜 び と幸 福 が 味 わ え る こ とを 理 解 で き ます よ う

に。 私 は教 会 に 加入 して30年 に な りま す が ， そ の 間 ず っ と幸

福 で した。 私 は数 え切 れ な い ほ ど の 祝福 に 本 当 に感 謝 して い

ます 。も しも う1度 人生 を や りな おせ る と した ら，私 は全 く同

じ人 生 を 選 び ます 。 私 は本 当 に 日本 人 を 愛 して い ま す 。私 は

教 会 を 受 け入 れ ， 主 の業 に活 発 に従 事 す る こ とに よ って ，生

活 が 意 味 の あ る もの に な る こ とを知 っ て い ま す。 活発 で あ っ

て下 さい 。 皆 さ ん の指 導 者 た ち が指 示 す る こ とを 勇気 を もっ

て 実 行 して 下 さ い。 指 導 者 た ち は完 全 で は あ りま せ ん が， 神

か ら召 され て い る こ とを 覚 えて 下 さ い。 へ り くだ っ て彼 らに

従 って下 さい 。

大阪ステーキ部続き ワー ド部監督

大 阪 ワ ー ド部 監 督(旧 大 阪 支 部)中

大阪第2ワ ー ド部監督(旧 大阪第2支 部)浜

大阪第3ワ ー ド部監督(旧 東 大 阪 支 部)平

岡 町 ワ ー ド部 監 督(旧 岡 町 支 部)安

神 戸 ワ ー ド部 監 督(旧 神 戸 支 部)水

西 宮 ワ ー ド部 監 督(旧 西 宮 支 部)福

京 都 ワ ー ド部 監 督(旧 京 都 支 部)川
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野 正

田 博

川 友

芸

野 敬

屋 航
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之
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な お ，大 阪 ス テ ー キ 部 に，尼 脊， 守 口 ，堺 ，吹 田 ，高 槻 ， 和 歌 山 の6つ の

支 部 が 所 属 す る。

かし親 しい兄弟から深夜に及ぶ励ましを受けたこ と も あ っ

て，教会に尽 くす決心がつきました。」 神尾兄弟は2ヵ 月後

東京に転勤が決まっていたのだった。副ステーキ部長，高等

評議員，各ワー ド部監督，それに会衆全員が一丸となってス

テーキ部長を支持 し，み業の発展に尽 くす雰囲気がみなぎっ

たすばらしい特別大会であった。

小松兄弟の新役員支持の後，ベ ンソン長老は自ら立たれて

さらに1つ の重要な召 しを発表された。それは祝福師の職で

あった。元第1副 伝道部長の鈴木正三兄弟が，信仰と祈りの

うちにステーキ部祝福師に支持された。
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仙 台 ユ ー ス ・コ ン

騰癒 鍵 難鍵
蝋擁灘鱈 勲

饗灘，。.耐瀦

◇ 深 緑 の8月11，12の 両 日， 森 の 都 仙 台 で ， 若 者 の祭 典 ユ ー ス ・コ ン フ ァ レ ン スか

開 か れ た 。

◇ は るは る貸 切 バ スて 駆 けつ けた 北 海 道 人 と東 北 人 との 出会 い て あ る。 お 荏い に素

朴 で 真 」王直 な田 舎 者 同 志 だ か ， そ れ だ け に心 暖 ま る数 々 の楽 しい シ ー ンか くり ひ ろ

げ られ た。

◇ 第1回 の陸上競技は，仙

台市のと真中にある県営宮

城球場て展開された。

走る，跳ぶ，投ける。若も

のたちの青春をぶっつけ合

うかのように，広い球場一

杯か若さでみなぎる。観客

席には殆んと人影はない。

文字通 り全員参 加 で あ っ

た。

◇ 夜 の音 楽 祭 に は仙 台 ・山形 ・札 幌 ・室

蘭 の兄 弟姉 妹 た ち か美 しい コー ラ スを 聞

か せ て くれ た。 ま た帯 広 伝 道 所 の ドラ マ

「白雪 姫 」 は楽 しい 出 しもの て あ った 。

◇ 第2日 は 甲・朝5時 半 か らの セ ミ ナー。

10の 分 科 会 に分 か れ て ， 恋 愛 ・結 婚 ・系

図 な ど の テ ー マて 語 り合 う。

◇ そ して 観 光 バ ス旅 行 。 み ち

の くの名 所 旧跡 に， 思 い思 い

に散 って 行 っ た若 もの た ち。

楽 しい歓 声 か緑 の野 山 に こだ

ます る。

◇ 夜 は再 び盛 装 して ダ ン スに

興 す る。 小樽 ・山形 の 兄 弟 た

ちの バ ン ドか若 さを か き たて

る。2日 間 の ユ ー ス ・コ ン フ

ァ レ ン スは ， 翌 日の 神 権 会 ・

証 詞 会 を 残 して 幕 を 閉 した。

◇ 運 動 をす れ は腹 か空 く。 あ くまて も単 純 な論 理 だ か， ラ

ンニ ング姿 か らパ リ ノと した ドレスや 背 広 姿 に変 身 した紳

士 淑 女 諸 君 も，料 理 や 飲 物 を 前 に して 再 ひ餓 鬼 に変 身 し，

空 の お 皿 や コ ノブか 重 ね られ て ゆ く。

鵜ポ㎡獣弾 肺ヱ

，雛 嬬
豹餓 驚

雛齢.・

籍 ぞ 翠 。曜欝瞬

◇ ロ ー カル 色 豊 か な， そ して 自

然 に十 分 雛 れ る こ との て きた大

会 で あ っ た。 今 て も 目に しみ る

よ うな緑 や， 虫 や 鳥 の 鳴 き声 か

思 い 出 され る。 そ ん な 感 じの 大

会 で あ った 。 「あ りか と う東 北

の兄 弟 姉 妹 た ち。 来 年 は再 ひ 北

海 道 て 会 お う 。」 「さ よ う な ら，

北 海 道 の 兄 弟 姉 妹 た ち。 来 年 は

待 って いて くれ 。」別 れ を 惜 しむ

人 々の 上 に 雨か 降 り注 く。

480



日本西部伝道部

第1回 フ ァミ リー キ ャン プ

開 か る

去 る8月10日 ，雄大 な阿蘇 の外輪 山を左 手 に見 なが ら，北 は福 山，松

江，南 は鹿児 島，沖縄 か ら子 供連 れの家族 やお年寄 り，若 い兄弟姉妹約

450名 が この涼 しい瀬 の本高 原 ホテ ルに到着 しま した。家族単位 の救 い

を信 じ， そのために力を注いでい る多 くのモル モ ンの家 族が一 堂に会 し

て語 り，考え，楽 しむ機会 を，とい う西部伝 道部 の長年 の夢 を この フ ァミ

リーキャンプ は充分 にかなえて くれ ま した。3日 間 にわた る このプ ログ

ラムは，渡辺伝道部長 の管理 の もとに家 族 と若い兄 弟姉妹を 中心 に して，

瀬 の本 の広 々とした緑 の草原 い っぱい に くりひろげ られ ま した。11日 朝

のモルモ ン経輪読会 を終 え，食 事を済 ませ る と，幼， 小， 中， 高 ， 若

人，既婚者 に分 かれて， 「進 学 と就 職」， 「結婚 と交際」， 「親 と子 の関

係 」 について皆 くつ ろいだ雰囲気 の中で熱心 に語 り合 い ま し た。午 後

は，丘を渡 って吹いて くるさわ やかな風 にふ かれ，家 族 と若人の グルー

プ に分かれての ピクニ ック。高原 の澄 みわた った空気 を心ゆ くまで味わ

い，ゲ ームや愉快 な催 しに全員大喜 びで した。翌 日12日 は朝 のワー クシ

ョップを終 えると，q午後 か ら運 動会 とスポー ツ大会。 ホテル のグ ラウ ン

ドに老 い も若 きも全員集合 して， お父 さん と子供 の二人三脚， お母 さん

と一緒 ，障害物競争，借 り物競 争，騎馬戦 など盛 りだ くさんのプ ログ ラ

ムを楽 しみ ま した。

8.月13日 は同ホ テルの大広間で伝道部大会 が開かれ ま した。 この大会

のた めに遠方 の各 支部か ら集 った530名 の兄弟姉妹 の力強い証 を聞 き，

また霊感 あふれ る指導者 の話 を聞 くことがで きま した。 この フ ァミ リー

キ ャンプの うえ に主 のみ手 があ り， この大行事を無事 に終え る ことがで

きた ことを心 か ら感謝 し， また このキ ャンプのため にホテル を提供 して

下 さった一 の宮支配 人(熊 本 支部支部長)に 感謝 します。別れ にあた っ

て，全員再会 を約 し，楽 しい思 い 出と心 とを トランクにい っぱいにつめ

て帰途 につ きま した。

懲織繰 轟義鐵慧　

詳ミ謎燕'鍋

嚢羅灘 　ii

熱撫
婚識

鱗灘
il隙紺

灘
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